
以上の様に、東伊豆町の水道は発達し

て来たが、昭和20年以前の入谷水系水道

は、水批が少なく、小学校に於ても、夏

季は掃除用雑用水にも不足を来たし、学

校中で 1箇所水の出る、水道に列をなし、

ようよう掃除を済ませる状態であり、町

各家庭への引込ほ許可されず、朝起きた

子供達は、歯プ｀ラ、ンを口に唖え、バケッ

を片手に、共用水道栓に通い、洗面がて

ら水を汲んで来るのを常とした。

現在、水道は拡張に次ぐ拡張に依り、

使用出来る水道水は盟富になったが、昔

林の沢や、黒根水源の様な湧水に頼って

いた頃の水のうまさを思うと、なんとな

く機械的と云うか化学的と云うか、飲料

水の原点を離れた様な気がする。

第 4
 

章
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第4章激動の10年（成長期）
昭和44年～昭和53年

第 1節 概 要

昭和44年 5月、10周年を迎えた私たち

の町、「東伊豆町」では、さらに新たな歩

みを期して、発足10周年記念式が44年10

月31日開催され、あわせてこれを記念し

町のシンボルマークである町章が制定さ

れた。また町の行政事務の合理化のため

の機構改革も数次にわたり行われた。

町の経済も高度経済成長の波に乗り観

光がその基幹となり、旅館の増新築はや

むことがなく 、商業においても道路の整

備、人口の増加に伴って新しい商店街が

形づくられてきた。また著しい特色の一

つとして 「保投地（別荘、マンション、

寮）」としての胎動もみられ、まさに活

気あふれる時期であった。

その活気あふれる経済力につられて、

教育の面でも、熱川、稲取 2小学校プー

ル完成、体育館完成、町内各小学校新校

舎建設、給食開始等、学校施設の近代化

整備が着々と進んだ。

さらに、社会福祉の面でも、塵芥収集

処理施設、稲取、熱川の 2か所に町営住

宅が建設され、一歩前進した。

老人福祉についても、第 1回町老人ス

ポーツ大会が、県下はじめてといわれる

「老人とこ どものスポーツ大会」という

形で行われた。

このように前半期はまさに町は活気に

あふれていたが、後半の昭和48年世界的

オイルショックにより順調であった各産

業に減退の様相を示しはじめた。

さらに追い打ちをかけるように、昭和50

年10月、 51年 7月の 2回にわたり、集中

豪雨災害をうけた。これにより家屋、人、

道路、殷林水産業、商工関係、公共施設

に多大な被害をうけてしま った。しかる

に復興が充分終わらないところへ、昭和

53年 1月14日、伊豆大島近海海底を震源

とする大きな地震におそわれ、人、家屋、

道路、水道施設、観光関係、文教関係等、

当町としては有史以来最大の打撃をうけ

てしま った。道路、電車の長期にわたる

遮断、給水ストップ、旅館の長期休業、

まさに町中灯の消えた状態になった。し

かし、町当局、町民は力を合わせて、陳

惜活動をはじめとする災害復旧作業にた

ちあがり活動をはじめた。

この10年間は、前半は高度成長の波に

乗り、活気ある町づくりに取組んだ時代

であり、後半は災害対策に、ほんそうし

たまさに激動の時代であった、というこ

とができるのではないだろうか。

第 2節 東伊豆町誕生から

10年

1.新町発足10周年記念式

新町発足10周年記念式は昭和44年10月

31日に伊豆東股協本所大会議室にて開催
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された。これに先立ち記念事業の計画が

練られ、記念植樹、町章の制定、 10周年

記念誌の発刊が決定した。式典は旧城東

村、旧稲取町の特別職、合併時の町議な

ど内外関係者265名を招き、席上におい

て、記念行事についての発表がなされた。

町章の募集結果、当選者の表彰、町章

の決定がなされた。

記念植樹は 4月20日に実施され、植樹

地、稲取字崎の沢に桧9,000本が75名の

参加者により約 3ha (3町歩）に植樹さ

れた。

記念誌の発行については後日に配布さ

れた。

新町発足記念式

2.町章について

東伊豆町の町窪は昭和44年 5月 3日合

併10周年を期し、当町のツンボルマーク

となる町章の図案を公募した。応券点数

752点のなかから町章制定選定委員会に

より選定され、昭和44年 8月1日、東伊

豆町告示第16号により町章が制定となっ

た。

仇
行
令
u長

町章は次の意味が込められている。

「ひ」 ・ 「が」 ・ 「し」の文字を組み合

わせると共に、城東地区、稲取地区を和

（輪）でつなぎ、団結と共に両災を拡げ

はばたき将来への飛躍をあらわしている。

全体の図案は伊豆の地形と横にして見る

ことにより魚を表し、丸は柑橘類、 3本

の細い線と中央の小円により、観光地を

あらわす湿泉を表徴する。

一般公募の結果は次のとおりである。

入選者（採用作品）

東伊豆町稲取386番地

竹内幸夫

選外佳作（イロハ順）

稲取 石原長衛

奈良本 石田淳子

湯ケ岡 金指千恵美

稲取 村岡庸雄

片瀬 山西利雄

北JII 山本丈夫

稲取 前田滝雄

稲取 佐藤武男

片瀬 木村哲司

町章の決定と共に町旗が作成された。

旗は青紺の地に改良金糸で町章を刺紐し

てあり制作費は 8万円であった。また老

人会、同志会、学校（幼、小、中）に略

旗が送られた。

3.機構改革

町の機構改革については合併時から現

在までに事務の合理化のため、事務分掌

の変更や課、係の新設がなされている。

現在ある資料では昭和43年度以降の行政

組織図からである。合併後からそれまで

の組織は色々な変更があったと思われる。

昭和43年に従来の産業観光課から産業課

と観光課になっている。また、昭和42年

に民生課が住民課となり、昭和43年には

7課 l支所となったようである。

さて、課ごとに係の変化を追って見ると

昭和43年には総務課が庶務係と財政係

（秘古係兼務）とに分かれていた。昭和

50年の機構改革で企画財政係、庶務係、

広報防災係となり、広報と財政を新設の

企画財政課に移し、現在に至っている。

企画財政課は昭和57年に新設され、企画

広報係と財政係に昭和62年に企画調賂係

と財政係に変更された。税務課は課税係

と徴税係の 2本だてから課税係が昭和48

年から町民税と固定賓産税にかわってい

る。これには別荘ブームにより、家屋評

価件数が増大したことが要因と思われる。

住民課は昭和43年には衛生厘生係、住民

戸籍係、保険係の 3係から昭和45年に住

民戸籍係、厚生係、保険衛生係および新

設のじん芥処理場係の 4係になり、昭和

48年には厚生係が福祉係に保険衛生係が

衛生係に変更された。昭和50年にはじん

芥処理場係が新設の清掃課となった。昭

和53年は年金課が新設され、昭和54年に

は年金係が国民年金係となった。昭和60
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年には住民生活係が新設された。農林水

産課は産業観光課からスタートし昭和43

年には股林係、水産係となり昭和54年、

55年に限り農災係がおかれた。昭和56年

には産業課から農林水産課となり、振興

係と整備係の構成で現在に至っている。

観光商工課は昭和50年、観光課から観光

商工課と名称が変更された。建設課は昭

和50年に都市計画係が新設された。収入

役関係では昭和50年に会計室が新設され

ている。

教育関係では教育委員会の学校教育係の

なかに所属していた学校教育関係が学校

教育機関として昭和53年に新設された。

機構改革における課・係の新設について

は以上であり現在に至っている。

その他の機構改革として各係の定員の

見直しが行われている。また、職階制の

変更が行われ、課長、課長補佐、係長、

主査制度が甜入されている。

第 3節 伊豆大島近海地震発

生～大被害をうける

1.地震の発生

昭和53年 1月14日午後 0時24分頃、伊

豆大島近海々底を澁源とする地震が発生

した。大きな地虚で有感域は北は北海道

帯広、西は島根県松江に至る九州を除く

ほぼ全国に及んだ。

この地虚による被害で当町は大きな打

撃をうけた。

観測結果等

〇発震時 ：昭和53年 1月14日12時24分

〇震央 ：北緯36度46分東経139度15

分

（伊豆大島西方約10km、

伊豆半島東方約15km)

〇深さ ：極く浅い

〇規校 ：マグニチュード (M)7.0 

〇震度 ：虚度 5 （大島・横浜）

震度4 （三島・網代・石廊

崎・静岡・東京 ・ 館山 • 新

島・熊谷）

東伊豆町稲取地区は、温泉場・入谷 ・

ゴルフ場・黒根を結ぶ線上の活断層によ

り震度 6と推定される。

〇前誕活動：大島附近は昭和52年10月

9日から12月11日まで、有感地虚30回を

伴う群発地震が発生している。

1月13日20時38分、大島で震度 3の地

捉を感じ、以後14日午前 8時12分から次

のとおり連続的に観測された。

8時12分 （大島 3・網代 1)、 8時31

分（大島 2)、 9時26分（大島 3)、 9時

33分（大島 3)、9時36分（大島 4・網代

2)、 9時38分（大島 3)、 9時45分（大

島4・網代 3.三島2.石廊崎 l)の震

度を記録した。

〇津波 ：この地震における津波は、

南伊豆において14日12時56分に16cm、伊

東で 8cmの異常潮位が認められた。更に

大島岡田港で70cm、千葉県館山で22cmの

異常潮位があった。稲取港においても内

防波堤先端附近で潮流の異常が認められ

たが、潮位測定は不明である。
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伊豆大島近海地震

2.被害状況

(1) 人および家屋の被害

14日13時頃東伊豆外科病院、有料道路

下の土砂が崩壊し、道路下にあった住宅

が倒壊埋没し、父親と男の子が死亡した。

有料道路稲取、白田間で昭和51年 7月

の水害のとき崩れた場所より稲取側で自

動車 1台が崩壊により生埋になった。自

動車の中には愛知県春日井市の男性が 1

人乗っていて死亡した。

熱川では有料道路下の法面が崩壊し、

道路を走行中の乗用車 2台が埋没し、成

人式を迎えた奈良本の女性が死亡し、日

大稲取病院の男性療法士も死亡した。他

の 1台からも東京都世田谷区の男性が死

体で発見された。

同じ災害現場で、道路下のたかみホテ

ル寮が倒壊土砂埋没し男性 1人、女性 l

人のホテル従業員そして 8オの男の子が

死亡した。

熱川穴切海岸でも釣客 3名が生埋にな

り、奈良本の39オの男性が落石に当たり

死亡、 2人が軽傷を負った。

負傷者も全町で109名に及んだその内、

重傷者23名・軽傷者86名である。

家屋の被害も大きく、特に稲取地区ほ

本震々源地に近く、活断層が地表に現れ

た場所であり、建造物被害は断摺上に集

中した。鉄骨造建物の小林ドライブイ ン＇

の倒壊をはじめ、 56棟が全壊 (56世帯・

251名）、 460棟が半壊 (478世帯 ・1998

名）、家屋の一部破損は2,097棟に逹した。

(2) 道路等の被害

伊豆半島は地質が脆弱な所が多く、か

つ、断層が多いことなどから、これらの

悪条件が重なって道路沿いの山腹斜面の

崩壊、落石、盛土部分の陥没 ・沈下、す

べり及び路面の地割れなどの災害が集中

した。

稲取黒根地区の海岸沿い急斜面が崩壊

し、国道135号線（旧道）の 3本のトンネ

120 121 



ルを含めて延長1,120mにわたって被災

し、その一部では道路が山腹もろとも大

崩壊し殆ど原形をとどめない状態となっ

た。

国道、県道の被害の被害も大きかった

が、東伊豆町管理道路の被害も111ケ所、

延長3,160mにもおよんだ。

(3) 水道施設の被害

当町における上水道の被害は甚大で、

山崩れにより送水本管が布設されていた

県道が崩壊したため、約1,400rrlも流出

し、全町が断水した。

水道施設の被害箇所は103箇所で、復

旧には 1月24日までか入った。

(4) その他

〇商工業のうち観光関係の被害は、ホテ

ル、旅館等において、源泉からの給湯パ

イプの破損、土手崩壊、土地の段差、落

石などの被害をはじめガラス、屋根がわ

らの破損、壁のひびわれ、鉄骨折損、浴

室のタイルのひび割れ、什器、備品の被

害があった。

〇商業関係では、前述の被害をはじめ、
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ショーケース等の破損、化粧品・酒類の

ヒら、ノの破損などの損害がでた。

また、観光客の一時的な途絶、観光地

としてのイメージダウン、鉄道 ・道路の

災害復旧の遅れなども商工業に多大な損

害を与えた。

〇股業関係の被害は、樹体の埋没、流出

湿室等の施設の破損、みかんの貯蔵庫の

破損等の被害があった。

〇文教施設では、稲取小学校々舎の内外

壁に多数の亀裂を生じたのをはじめ、体

育館の天井が約 1/3落下した。また校

庭の石垣、石塀約100mにわたり崩壊し

た。

稲取中学校では校舎の西南角から10数

mはなれた位置を通る「活断層」がグラ

ンドを北西から南東方向に斜めに横切っ

たため、校舎全体がはげしく震れ、校舎

中央部193rrfに亀裂が生じた。

稲取高校の被害は、運動場と校舎敷地

の法面154mが崩壊し国道をふさいだ。

その他ブロック塀の破損、玄関土間の陥

没、運動場フェンスの破損被害があった。

3.救助、救援

(1) 災害対策本部の設置

地震発生にともない当町は役場に災害

対策本部を設爵した。道路・鉄道が不通

になって、東伊豆町が稲取地区と城東地

区に 2分された為、前進対策本部を消防

第 3分団器具闘場に午後 0時45分設置、

午後 3時熱川支所に移転した。

被害の状況が大きいため、各区長が自

主防災組織により各地区単位で実施する

よう指示依頼した（午後 2時58分）。

〇非難所の設置

避難場所 日数 延収容人員

稲小・・・校庭含 7日 897人

稲高跡地 6 135 

白田公民館 5 190 

片瀬公民館 5 201 

片瀬児童公閑 4 94 

熱川小学校 4 104 

北川公民館 5 110 

大川公民館 4 78 

奈良本公民館 2 35 

北川漁協 1 13 

計 43 1,857 

(2) 消防団の活動

地霙発生直後から消防団は救助、救出

及び復旧作業等に出動した。

14日は熱川のたかみホテル寮及び有料

道路における生埋め救出作業、穴切海岸

におけるつり人の救出、東伊豆外科病院

下の民家倒壊における救出作業、小林ド‘

ライブイソ全壊による救助、津波に対す

る避難及び火災防止に対する呼びかけ夜

間パトロール、観光客の避難誘尊等が行

われた。

15日は熱川たかみホテル寮の生埋め救

出作業、観光客の脱出、危険箇所の調査、

町内道路の応急復旧、夜間パトロール等

の作業を実施した。

16日～22日は、町内道路の応急復旧、

危険箇所の応急復旧、夜問パトロール、

交通幣理等の作業を行った23日から30日

までは夜問パトロ ール ・警戒待機を実施

した。

(3) 自衛隊、警察の活動

東伊豆町内に於ける自衛隊、笞察の活

動は主に熱川たかみホテル寮倒壊及び乗

用車埋没現場に於ける救出である。陸上

自衛隊は15日に182名と重機 7輌を熱川

に派遣し、 16日には268名・重機34輛、19

Hまで出動し救出復旧にあたった。海上

自衛隊は15日、 護衛艦「あやせ」（隊員l

59名）、輸送艦 「あつみ」（給水70t)を

稲取に入港させた。これより25日まで給

水、観光客脱出輸送等にあたった。

(4) 各団体の活動

日本赤十字社は15日から義援金募集を

行い 4月末日までに 3千 3百万円余りを

募金し、その内東伊豆町には 1千 9百万

円余が配分された。16日にはトラック 2

台で日用品、毛布等の救助品が届けられ
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た。

上水道の送水本管が流出破損したため

全町に渡り断水が続いた。この間、 1月

27日まで連日給水作業が役場職員、他市

町村職員、東京電力、ライオソズクラブ、

駿河銀行、稲取地区鮮魚商等によって行

われた。また、下田市消防団須崎分団は

憔船で給水輸送を行った。

4.伊豆大島近海の地震体験記

伊豆大島近海の地震では、被災地の

人々は、地澁の恐ろしさとその瞬間の災

害の状況を目の前でとらえ、身をもって

経験した。

ここに掲げた地震体験記は、その生々

しい経験のなかから、一般の方、 生活改

善グループの主婦、小、中学校の児童、

生徒、先生の方々の得がたい費重な体験

記録である。

今後の地震対策への教訓として長く記

録にとどめるものである。

東伊豆町城田1733-46

井 熊 平 八 郎

私の住んでおりますところは、伊豆東

海岸で、常日頃は大変静かな娯色のよい

ところです。すぐ前は海で、真正面に大

島が浮かんで見え、夜は漁火に輝く等と、

冬でも穏やかな国道沿いです。

その日は、午前 9時～10時頃までに、

2~3回の前ぶれがありましたが、大し

た事もないと割合平静な気持ちでおりま
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した。正午頃、妻と昼食を終えてテレビ

を見ておりましたところ、又グラーグ

ラーとゆれて、家のきしむ音、ゆれ具合

が違うぞと思う間もなく、棚からパター

バターと落ちて来ましたので、これはこ

れはと思い、 「おい、逃げよう。」と言葉

を残し、窓から庭へ飛び下りて玄関前へ

足をのせる、その時「みじーみじ」とコ

ンクリートがひび割れて、とても不吉な

予感が全身に走りました。二歩、三歩と

すぐ前の国道へとび出ると、舗装が 「ビ

ツービ‘、ン一」と幾筋もひび割れ、側溝が

「ガクーガクー」と沈下、向い側の生垣

の玉石がころころころがり、道路端の石

の地蔵様がころがり落ちる、そんな光尿

が目に見える中を向かいのホテルの駐車

場の広場へ走りました。その時、大地が

裂け 2筋 3筋と長く走り、海側が 4、50

糎位陥没した。私は立っていても不安で

した。家をふり返って見ると、妻はまだ

玄関前でしたので、 「早く来い。」と大声

で呼んだ。その時一段と大きくゆれ、異

様な風が吹き、裏山は無気味にゆれ、瞬

間轟音と 「バリーバリー」とガケ崩れ、

30米位の幅で 2筋こちらへ落ちて来まし

た。「ウァーすごい。」と思わず口ばしる。

右側の中程（高さ150米位）から、すごく

大きな石がいくつもまるでゴムマリでも

とぶ様に猛烈な勢いで落ち、有料道路・

その下の国道に向かって、ブスー、 ク

シャー、ブスと何ともいやな音でガケ下

に転がっていった。私の立っているとこ

ろから、3、40米先へ、（この時 心のすみ

に、通りがかりの自動車でもなければよ

いが）、もう l筋は我が家の真裏へ土砂

が流れて来る。土埃と木の薬が舞い上が

る、まるで映画等で見る山崩れのような

シーンで、血の気も引き、身の毛もよだ

つ、心臓も止まる思いで、只呆然として

声も出ない程でした。 どの位の時間でし

たでしょうか。

落石の 1つがホテルの玄関前へどっか

と20t位、今尚見学の人々の目を見はら

せております。

あの恐ろしい光景がその後度々の余震

におびえ、全く胃も痛む思いでしたが、

最近やっとおさまりました。

私の生涯に 2度再びこんな事がない様

に祈りながらペンを取った次第です。

伊豆大島近海地震の体験

当時賀茂郡東伊豆町立稲取中学校長

鈴木豊彦

昭和53年 1月14日、出勤して、 8時10

分から職員打合わせをしていた時、かす

かに感ずるような地震があり、その時は、

誰も言いださなかったが、打合わせが終

わって誰言 うともなく 「さっきのは地澁

だったな。」「どうも身体が変だと思っ

た。」と言いだす者もいた。その時に、稲

取在住の教師が、「昨夜 8時過ぎに感じ

た。 9時のニュースで、伊豆大島沖が震

源地らしいと言っていたよ。」とのこと

であったが、昨夜のは感じた人は少ない

ようだった。

9時25分から第 2校時が始まって、職

員室で教頭と話しをしているとき、ぐら

ぐらという感じがして、「またきたな」

などと軽い気持ちで冗談を交わしていた。

しばらくして校長室のいすに腰を下ろ

したとたん、体に振動のようなものを感

じた。同時に教室から女生徒の悲嗚が聞

こえてきた。

2校時が終わって職員室に戻った先生

方が 「生徒が机の下に入る速さは訓練の

時より真剣だった。」などと話し合って

いた。 3校時はなにごともなく、第4校

時の11時何分かは定かではないが、 (12

時に近いように記憶している）また相当

に揺れて、女生徒の悲嗚が聞こえてきた。

どんよりと必った空から、ばらばらと

雨が降り出したかと思うとまた、やんだ

りするいやな天気であった。12時第4校

時が終了すると、また職員室はにぎやか

になった。「たびたびでは、落ち莉いて

授業ができない。」「早く婦らないと、電

車が止まるかも知れない。」 などと • • •…

運動部の顧問の職員は、談笑しながら昼

食をと っていた。私もその仲間に入って

話を聞いていた。土曜日の午後部活動を

する生徒たちは、自分の教室で昼食を

とっていた。さっきの地震はニュースで

大島の近くだということのようである。
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2個のむすびを食べ終えたとき、ゴー

というような不気味な音、『三原山の燥

発では』という想像が脳裡をかすめた瞬

間、 ドスンとエレペーターが下に動き出

す時のような感じを受けたと思うと大き

く揺れ始めた。

床にふせ、机の足にかじりついたが、

机ごと動かされている感じである。 ロッ

カーが倒れる音、動こうとしても動けな

い長く長く感じた恐怖の時間であった。

揺れがやんだとたんに我に返った。体育

担任教師と若い教師がス トーブを夢中で

消した。私の見たのは耐震性ストーブで

あったが消えていた。

「生徒を早く外へ」とどなった。窓か

ら飛出した教師が、 2、 3階に向かって

大声で、「早 く出ろ」と言っているが、そ

の頃は早い生徒は運動場に出てきた。私

も、玄関を通って外に出たが、 コンク

リートの壁がこわれて床に散乱していた。

玄関脇の廊下や壁の亀裂が不気味で、外

では水道管が破裂して、水が噴水のよう

に吹き出している。運動場には50センチ

メー トル幅の亀裂が50メートルぐらい

走っている。用務員さんが水道の元栓と

電源を止めてくれたことを報告してきた。

水道管から噴き出す水は、途中にある水

が出てしまうまで止めようがなかった。

生徒は、運動場の亀裂から遠ざかった

安全な場所に集め、低い姿勢で待機した

が、不安の顔、顔。教務主任が、校舎に
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残っている生徒はいないと報告してきた。

他の教師はけがをした生徒はいないこと

を確認している。

私は、先生方の適切な処置を見て、ひ

とりひとりが、正しい判断力と行動力と

をもっていたことを知り、有り難いこと

であると感謝の気持ちで一杯であった。

運動場に待機しているうちに、何度余

震があったろうか？本設程ではないが、

校庭のカナリヤ ンヽの業がザワザワと、不

気味な音をたてるたびに、女生徒のすす

り泣きや、ため息が聞かれ、ほんと うに

いやな時間であった。

そのうち数名の父兄が子供を迎えに来

て、自家用車で連れていくと、残ってい

る生徒も、自分の家や家族のことが心配

になったのか、「帰ってもいいですか。」

と言ってきた。「もう少し待って。」 と教

師はこたえ、 午後 3時頃余震が遠のいた

ので、学年毎に集め注意をして帰るよう

指示して、部落毎にまとめて下校させた。

道路の狭い町なので途中地震にあわない

ことを念じつつ、足どりの重い生徒を見

送っていた。

15日、 16日と連休だったが、伊豆急行

鉄道の不通と、道路の緊急車輌以外は通

行止めの状況から、自家用車を持ってい

る教員は、警察に通行許可証をもらいに

行ったが、校長が申し出なければだめだ

と言われたとのことで、許可願いを作成

し警察より緊急車の許可を受けることが

できた。このため16日から全戦員が出勤

することができたが、水道が止まり、水

洗便所が使用できず、校舎裏の古い便所

が費重価値をもってきた。

全員で掃除をして、ようやく落ち着い

た気分になったが、校舎内外の亀裂はど

うすることもできない、生々しい傷痕が

自分の心をしめつける。 1日後小雨が降

り出し、心配していた雨漏は予想以上で、

あちこちにバケツや雑巾を並べたが、ど

うしようもない状態だ。

町教育委員会に連絡し、ビニールシー

トとブロックを買ってもらい、雨の止む

のを待って、戦員全員で屋上に敷きつめ

て、ブロックで抑えたが、風の為に吹き

とばされてしま う。 縄を用いシートを連

結しプロックに固く縛り付けたが、屋上

にはその縄の端をとめるところがないの

で困った。

授業を再開してからも、大学の学者、

技師をはじめ、国や県等の災害対策関係

者も、多数調査や視察にみえられた。校

舎の危裂は、内部にまで逹している らし

い。大きな余震があれば危険だと言う人

もあるし、本震が大きければ、その地方

に大きな余虚はないだろうとか、 余震が

たびたびあるのはあたりまえで余震が急

に止ま ってしまうということは、エネル

ギーを貯えているので危険である とか、

さまざまの声が聞かれた。ともあれ、危

険とは思っても、高校受験を控えている

三年生もいるので、休むわけにはいかな

い、毎日が心配である。

地震後に感じたことは

① 歩いたり走ったりできるような地震

では、あわてて避難する必要はない。

大地震では立っていられないのだから、

しかし、 今回の場合、 3、 4回の前震

があったが、本震の前に何回あるとい

う定まりがない以上、ほんとうに判断

のつけようがないが、頻繁に起こる時

には、注意していなければならない。

② 避難訓練は、授業中教師のいる所で、

ベルや放送を使って実施していたが、

今度のように放課後とか、 下校時に起

こる場合もあり、 方法を考えなければ

ならない。避難の速さは、訓練の効果

であろう。

しかし、避難命令を出すにしても、

本震と思ったのが大きな前震であって、

避難中に本震が起こりうる可能性もあ

るので、判断が極めてむづかしい。

③ 校長室、事務室、職員室など座席の

後方に、ロッカーなどを高く租み重ね

ないことが大切である。

④ 理科の実験用具、薬品等は倒れて、

使用不能になったものが多いが、劇薬

等は、地下倉庫に腔いて倒れなかった。

その原因は不明である。

⑤ 電源とか、水道の元栓などは、 1部

の人でなく、職員全員が取扱いを知っ

ている必要があり 、係りだけでは不十
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分である。

⑥ ハンドマイク等は、電池を抜いてお

いては、とっさの楊合間に合わない。

⑦ 教育委員会等関係機関との連絡に、

普通の電話がだめの時、学校の赤電話

が通じたのは偶然だろうか、ともかく、

電話が通じなくなった時、無線通信が

できるようにすることが大切である。

町教育委員会ほ、その計画を検討され

ているが、ほんとうに毀ましいことで

ある。

いろいろと思いつくままに書いたが、

鉄筋校舎の雨漏りはどうしようもない。

雨が降るたびに心配でならない。被害を

受けた者の身になって早急に処置してい

ただきたいものだ。

地震の後逍症は、あちこちに見られる

が交通がしゃ断され、観光関係の職業を

持つ親が慟く場を失い、転居するため、

高校進学希望であった生徒が友だちと分

かれ不安な顔をして去っていくと、ただ

「がんばれよ。」と励ましの言莱より他

にしてやれない自分に、はがゆさのみ感

じている。

天災とはいえ、ほんとうに恐ろしい悪

夢のような経験であった。

3月、校庭の桜は、何もなかったよう

に、笛をふくらませ、花を咲かせる日を

待っている。 「力強く生きぬく生徒を育

てなければならない。」と心に誓い合い、

ー丸となって日々の努力を続けている。
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今なお続く余震に、あのおなかの底か

ら、つきあげてくるような恐怖感が、脳

裏を走る。もう大地震は起こらないだろ

うという気持ちと、起こるかもわからな

いという気持ちと、半々ぐらいの不安は、

今も残っている。

伊豆大島近海地震

小原殺子

その日は、土曜日だった。学校で勉強

していたら地震が来た。つくえの中へ急

いで入った。そしてとうとう、学校の、

運動場へ出た。そして、校長先生の話が

終わって教室に入った。その日は、 「そ

うじをやらないでいい」と、斉藤先生が

いったので、やりませんでした。そうし

て、自分の家に帰った。その日は、どん

どん焼きのしたくがあるので、昼ごはん

を食べて12時半ごろ車で家を出ましたそ

して小松別荘地の曲がりカープが、終

わった所で地震が来ました。 5メートル

ぐらい前は、もう山がくずれている。後

も大きい石がどんどんころがってくる。

父は私に 「満をおさえてろ」と言った。

私はいわれたとおり、赤ちゃんの弟をお

さえた。でも、こうふんのあまり 、首を

おさえつけるようにしてしまいました。

そして、父は下は海が見える。これで車

の所に、石がきたら、下におっこちてし

まうので、山がくずれている、まん中の

方へよ った。私は 「やめて」とさけんだ

が、父は聞き入れようとしなかった。地

震が少し止まった時、父は、急いでバッ

クして家に向かった。そして、地面が地

われしているのもかまわず、父はスビー

ドを上げて走った。そして家に帰ってみ

るとほんとうにすごかった。

家の外のかべの所は、すごくきれつがあ

り、あの家のまわりの大きくて、あつい

， ガラスほ、めちゃめちゃでした。そして、

電話が、かかってきました。会社の人や、

親せきなどいろいろきました。心配して

くれるのは、いいけど、今の私たちには、

とてもめいわくでした。だって電話して

いる上は、ガラスがペラペラ風にあおら

れていました。いつおっこちてくるか、

わかりません。地震だっていつくるかわ

かりません。ひなんした所は、ちゅう

しゃ湯です。だってそこは、なにもおっ

こちてくる物はありませんでした。

「益大君たちの家は、たしか益大君の母

と益大くんしかいない」と父は、見に行

きました。そして、私たちのひなんして

いる所に、つれて来て、益大君は私たち

といっしょにひなんしていた。益大君の

母は父とボイラをとめにいきました。そ

の夜は、うらのげんかんでふとんにくる

まっていました。でも寒くて益大君たち

の家に来てもいいといっていたからいか

さしても らいました。そ して 1部屋を8

人ですごしました。 4まいふとんをひい

て2人ずつねました。でもねむれません

でした。小さい地震が来たらすぐとびお

きてしまいました。その日はあまりねむ

れませんでした。そして電気もつかない、

水も出ない。でも水は、かんりじむ所の

人がもってきてくれました。でも電気は、

2日目の夜につきました。みんな「ばん

ざーい」と言ってしまいました。そして

電気をつけてテレビを見ました。そして

おふろは、望洋台というとなりのぶん

じょう地に入らせてもらいました。そし

て私たちは出ている時、まだ父と母と弟

が人っていました。そしたら望洋台に熱

川電気から電話がかかってきて 6時か 7

時ごろに、 大きい地震がくるという知ら

せでした。その時は 5時でした。そして、

父たちに急いで知らせました。そして

帰ってから、バックなどに、食料や、き

る物などをつめました。でも地震はきま

せんでした。その夜はもうねました。私

の住んでいる所は山の上なので車でいけ

なくて歩く道もまたいつくずれるかわか

らないので、あぶなくて学校を 5日ぐら

い休みました。そして、学校に行く時は、

7時ごろ家を出て下まで歩いています。

地混の気まぐれ

木村ゆかり

私の住んでいる所は、東伊豆町で住ん

でいる人の少ないちいさな村のよ うな所

です。いままで大きな災害にもあったこ

とは、わたしが生まれて 1度もありませ
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ん。あったとしても中心地にくらべて

あったかなかったかのような地店があっ

ただけです。その 日は、朝から小さい地

震が、学校にきてからも何度もあったけ

れど、何とも思っていませんでした。

そんな小さな地震が何度もあって、最

初はわらってすませるぐらいでした。け

れどすこし大きい地震が来たのでみんな

学校から早く帰してもらいました。家で

たのしくこたつにあたって、テレビを見

ていたら急に大きい地震がきた。あとか

ら考えてみれば、きけんな所にかくれた

と思う。かくれた場所、こたつです。も

し家がつぶれたらこたつなんかぺしゃん

こになっているし、こたつの足がおれて

しまったかもしれない。けれどその時は、

そんなこと考えていられない。お母さん

もこんなこと初めてだそうです。だから

みんなあせっていたんです。 10分ぐらい

ふるえて立てないくらいこわいものです。

わたしの家だけでなく伊豆じゅうあった

のですからみんなどうしているかな、な

んて思ったりします。それに中学のお姉

ちゃんが帰らないので、お母さんは、そ

わそわしていました。商店に食料を買い

にいってラジオをよういして、にげる

じゅんびをしました。しばらくしておね

ぇちゃんが帰ってきてほっとしました。

やっぱりけんかしてもいっしょじゃない

と心配なものです。これでみんなもおち

ついているようでした。
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わたしの家のひがいは、みんなの家と

くらべて少ない方です。わたしの部屋の

電球と、電球のかさがおちたのと、テレ

ビがおちただけでした。お客さんが帰れ

ないので、ひどくこまっていました。夜

は、ろうそくをつけて、ご飯ほ、ガスポ

ンベでたきました。つくづく電気がたい

せつだと思いました。そとにでると、山

がくずれていたのでびっくりしました。

かわずや稲取は、ひどくて、みたかでな

くなった人は、こわかったでしょうに。

親類の人は、ざんねんだったと思います

ほんとにこんなこといやだとつくづく思

いました。

今はもう日がたって地設なんかわすれ

たと いうような顔で生活しています。学

校にかよっているからかもしれません。

どうしてかわからないけれど学校でみん

ないると安心です。やっぱり友達はいい

ものです。

じしんはいつくるかわかりません。き

まぐれのようにやってきます。ほんとう

にそう思います。その例がわたしたちを

おびやかせた地震です。半年前地震がく

るといってきませんでした。安心してい

たやさきに、地澁は、きまぐれでじきを

おくらせたのかもしれせん。

わたしが大きくなっても、地震前の伊豆

のように平和であってもらいたいと思い

ます。

地しんの時は、うごけなかった。

「おし入れの下や ベッドの下へ入る

んだよ。」

と、いわれていたけれど、いざとなった

ら

その場から うごけないので

こたつの中に もぐって

いっしょうけんめい

「たすけて たすけて。」と いった。

妹は

「四国の おばあちゃんのところへ い

こうよ。」

と いっている

わたしの もぐっているところに

カルビスや ウイスキーが おっこちて

われてしまった。

地しんがおさまると 妹はないて

おかあさんのところへ かけよった

おかあさんしま となりの おばあさんと

話をしていた。

「うちのむすこが おふろに行って こ

ないんですよ。だいじょうぶでしょう

かね。」

「見にいって来て あげますから まっ

ててください。」

と、おかあさんがいった。

夜、おとうさんが かえってくると

「どこから かたづけていいか、

手のつけようがないですよ。」

と、し、ってし、た。

地しんって こわいなと、思いました。

当時大川小学校 2年

推塚至子

じしん

「地しんだ。」

と いった。

みんなが

はしらのところへ

かけていった。

ほとけさまが

前にずれるし

つくえの本たては

おっこってくるし

おっかなかった。

かわらが

ガラガラ音をたてて

ぉちてくる。

グラグラゆれて

心ぞうがドキドキした。

ゆれるたびに 音がした。

テレビも ずれておちた。

地しんがおえて

外に出ると

うちのへいが

かたむいていた。

前のがけもくずれていた。

当時大川小学校 2年

土屋清美

すごかった地しん

おじいさんのテレビや
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おにいさんの作った

はいざらが おっこった。

たんすの上の絵や

いろいろなものが おちた。

おかあさんが

まどをあけた。

みんな まどの方にいった。

おねえさんと

こたつに はいった。

すごい いきおいで

ゆれている。

茶だんすの中のものが

うこ`‘¥,ヽてしヽる。

金ぎょの水が音をたてて

こぼれている

ほとけさまの お茶も こぼれた。

本たても たおれた。

わたしは

はが ガタガタしてきた。

地しんがおわって

外に出ると

かいだんのところが

ひびが はいっていた。

やねも かわらも

おっこっている。

学校へ ひなんした。

当時 大川小学校 2年

稲莱 美保

伊豆大島地震について

1月14日朝から地澁が多かった授業中
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も何度か地震があった。地震がおこるた

びにいろいろ放送された。でも地震が長

くつづいたため、とうとう外へひなんし

た。

家にかえっても小さな地裳が何度かあっ

た。私はどんどん焼きのしたくをしに行

こうと思い外へ出ていた。でもあまり鳥

がさわぐから、またねこでもきたのかと

思い、鳥ごやの方へいったらとつぜんグ

ラグラと地震がきた。鳥ごやがたおれた

ら鳥がかわいそうだと思い、ひっしにお

さえていたら、お母さんと働きにきてい

たおばあさんがあわてて走ってきた。

地震がおさま ったあとの室の中はメチャ

メチャだった。ろうかでお酒のいっしょ

うびんがわれて水びたしだった。その夜

テレビや電気がつかないし、地震も多い

からと言ってむりやり 6時ごろからねか

されたが、うとうとしてくるとグラグラ

と地震がくるから、あまりねむれなく、

9時ごろになると 1度おき、 11時ごろに

なるとみんながよびの電気をつけて、お

にぎりやおかしをたべていた。そのさわ

が しさにおこされた。それから私もま

じっておにぎりを 2つ食べていたが、ま

たよしんがきたから母が早くねないと地

震がくるからねてるひまがなくなるよ。

と言われ、しかたなくねだした。私がね

だしてからサイレンが 2回なったので私

をおこそうとしたらしいが、私はぜんぜ

ん知らなかった。とにかくお昼の地誤は、

おそろしかったと思う。もし私が家の中

にいたら、おき物とかがおちてきてけが

をしていたかもしれないと思うと、外に

いてよかったと思います。

当時大川小学校 6年

関口清美

伊豆大島近海地虚

その日は、上曜日だったので、昼食を

家でとっていた。そこにはおい2人と、

母と姉がいた。ちょうどごはんを食べ終

わった時、とつぜん家がゆれだし、たな

の中の茶わんと茶わんがぶつかりあいガ

チャガチャとものすごい音。それにはじ

まってゴーという音。母の 「外に出なさ

い。」と言う声ととも に立ちあがった。

けれど歩けない。舟がさっと出口を開け

る。気がつくとわたししま、おいの洋服を

つかんで引っぱっていた。姉は、もう l

人の子をだっこしていて、母は、わたし

の引っぱっている子の手をつかんでいた。

出口までやっときたが、なおも地衷は続

いている。やっと外に出た。ようやく地

誕がおさまった。

しかし、そのあと 4同、 5回、 6回・・・・・

と外で立っていてもわかるような大きな

余震が来た。母はいそいでガスの元せん

を切り、水を入れ物にたくさんためて、

家の中のそうじをしようと、家の中には

いろうとする。ガタガタ又地震、外にと

び出てくる。しばらくして、おちついて

から、家の中のそうじを始めた。玄関の

所においてあるげたばこの上にあった花

びんがおちたり、金魚ばちの水がこぼれ

たりして、玄関は水びたしになっていた。

家の中を見てまわると、冷蔵庫の位闘や

たんすの位胚が10センチぐらいずれてい

たり、ふすまがはずれてたおれていたり 、

すごくおもたい戸がはずれていたり、か

べにひびがはいった所が 3ケ所ぐらい

あった。外を見ると、ブロックと土の間

に2センチぐらいのすきまがあった。私

は、おしたらたおれるのではないかと思

い、心配でした。そして、私の家のだい

たい中心になる部屋へいってみると、が

くのガラスがわれてとびちっていた。 2 

階などは、たんすがたおれたり、きょう

だいがたおれたり 、机のひきだしが全部

とびでていて、足のふみ場のないほど

だった。その夜軍話がやっと通じて、軍

気もやっと夜の12時すぎごろついた。け

れど、氾気のつかない間ろうそくの光で

は、心細くてたまらず、 6時半ごろから

ふとんにはいっていたが、グラグラ余震

がくるので、そのたびにビクッビクッと

して、なかなかねつかれませんでした。

次の日、おとうさんやおにいさんが帰っ

て来たので、少し安心したが、よしんが

くるたびに、ビクビクしていました。

当時大川小学校 6年

鉛田充子

（昭和53年10月静岡県発行、 1978年伊豆
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大島近海の地震災害誌より）

第 4節相次いで集中豪雨

災害をうける

1 ・昭和50年10月災害

(1)低気圧の通過状況

日本海の低気圧と台風14号崩れの南岸の

低気圧及びこれらを結ぶ湿暖前線の停滞

と通過による大雨災害である。

(2)降雨紐

10月 7日21時より 10月 8日の 5時迄の降

雨械は242mm、 8日の 4時～ 5時まで

の 1時間の降雨祉は85mmとなり町内の

小河川のはんらんにより河川沿いの住宅

及び排水路の溢水により低地域の住家等

の浸水により被害が発生した。

(3)被害の状況

特に傾斜地帯の住家の災害で七砂崩かい

家屋への佼入、並びに立木等の流出、堆

栢された土砂等のため河川のはんらんに

種 別 内容 箇所数

公共土木 道路 14 

河川 ， 
H 23 

別に 2級河川稲取大川の護岸堤の決壊東

伊豆有料道路の崩壊 4ケ所、国道135号

線 2ケ所の崩壊等の被害のため約 2n主

要幹線が交通不能となった。
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よる土地の流失及び家屋災害である。

①大雨による被害は下表のとおりである。

被 害 区 分 被害数

人的被害 負傷者 軽偽者 2人

半
棟 1 

家
世帯 1 

屋
壊

人 5 

の 床没
棟 31 

世 帯 31 
被

上水
人 118 

中戸． 床没 棟 73 
下水 世帯 68 

人 320 

②河川、道路等の被害

公共土木施設の被害額は45,900,000円で

河川については稲取志津康川護岸の流

失以下 9ケ所で被害額21,400,000円

で道路は入谷天域線以下14ケ所で被害額

245,000,000円で被害の状態は、 土砂崩

かい、路肩決壊等で内容は次表のとおり

である。

概 要 被 害 額

延長 248rrl 24,500,000円

延長 222rrf 21,400,000 

45,900,000 

③股林水産業の被害

農林水産関係の被害額は317,714,000

円でその内訳は殷道の崩壊、路肩の決

壊の被害23ケ所で27,000,000円、 製業用

水路護岸堤等36ケ所で98,600,000円、農

地の流出、冠水等による被害209件 で

種 別 内容 箇所数

農業土木 道路 23 

水路 36 

農地 20 

嬰地 189 

小計

牒地等小災害 97 

計

イ．農業関係の被害

種 別 件数 被面 和害

柑 橘 103戸 556.8亀

花 舟 7戸 32.0 

（内機械施設） (4件）

水 稲 25戸 82.0 

絹英碗 豆 70 400.0 

計

87,600,000円でその内容は下表のとおり

である。

概 要 被 害 額

延長 361m 27,000,000 

＂ 1,225m 98,600,000 

田 500面 L 700, ooo 
畑 20,530面 85,900,000 

213,200,000 

6,800,000 

220,000,000 

左全の滅内 被 害金 額 備 考． 35,666,140円

32.0 4,800,000 

(886,000) 

1,005,648 

6,000,000 4,000kg 

48,357,788 

ロ．林業関係（崩かい流出）の被害

種 別 件数 被ヶ 口所 披南 唱即 被 害金 額 備 考

公 有 林 l件 6” 30• 300,000円 ↑10任~天20年

民 有 林 6 7 35 700,000 

計 7 13 65 L 000. 000 
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ハ．樹園地被害

牒協支所別
被害

ケ所
士壊被害面積 畦畔等の崩かい 樹木倒伏、流失

戸数 流失堆租 計 土羽 石栢 計 本数 品 種

熱川支所 6 6 59• ， 68・ 5'所 O'所 5’ 所 6* 日向夏

南城東支所 15 17 12 4 16 11 4 15 7 甘 夏

稲取支所 82 107 252 221 473 25 47 72 527 甘日夏向湿夏州

計 103 130 323 234 557 41 51 92 540 

④商工関係の被害

商工関係の被害は、店舗及び倉庫への

上砂の流入及び浸水による商品の被害、

旅館の浸水、一部破損等の被害件数は13

件にてその被害額は10,000,000円である。

⑤公共施設の被害

町の公共施設の被害状況は次のとおり

である。

イ．東伊豆町隔離病舎の被害

木造スレート荘平家、 495rrl

河川はんらんにより病舎 3棟に土砂流入

（深さ約50cm)及び一部破損

倉庫lOrrl全壊

補修および一部解体工事額

16,800,000円

ロ．稲取小学校の被害

学校校舎裏の石垣崩壊 5rrl 

被害額 250,000円

⑥復興活動の状況

10月 8日午前 5時役場職員を招集し災害

対策本部を設位した。

消防団員の出動を要諮し、河川のはんら

ん防止対策、浸水家財、流入土砂の除去、

追路崩壊土砂及岩石等の除去作業を行っ

た。

復興に対して消防団員以外に婦人会、同

志会、社会福祉会、冑年団、 一般の住民

も協力し復旧活動にあたった。役場職員

は調査班を作り災害調査を実施した。

翌9日の町議会全員協議会を招集し被災

者の見舞金の支出を決議する。

町長以下役場職員により被災者宅を訪問

し床上浸水10,000円、床下浸水3,000円

の内容で見舞金をおくった。

災害復旧工事については国の査定を諮け

下記のとおり復旧した。

イ．公共土木災害の復旧について

50年実施 52年実施 t
 

n
"
 

件数 1事業双 I件数 1事業費 I件数 1事業費

摘要

5眸 10月災害 1 5 | 5,539五 1 I s.53がPl 6 I ll.075臼 補助率
0.667 

ロ．農地、農業用施設災害の復旧について

50年実施 51年実施 52年実施 5呼実施 計
摘要

件数 事業費 件数 事業費 件数 事業費 件数 事業費 件数 専業費

50年10月災害 19 21. 766五 34 56,139'fP 4 7,247臼 l 3,034弁Pl 58 88.186"'"' 

農 地 4 2,312 ， 8,110 13 10.422 
補助率
0,921 

農業用施設 15 19,454 25 48,029 4 7,247 1 3,034 45 77. 764 
補助率
0.967 

2.昭和51年 7月災害

(1)低気圧の通過状況

7月10日9時、黄海にあった低気圧が、

日本海西部に入り 、この低気圧から閉塞

前線が四国にのび、閉塞点から前線が南

東と南西にのびていた。県下は 8時前後

から雨が降り出し、 11日朝になると、梅

雨前線は北上して、静岡県の南岸に接近

した。大雨による災害である。

(2)雨籠

10日の13時から12日の 6時までの東伊

豆町の雨批は517.0mmで特に11日の 7

時より 13時迄は324.5mmの降雨址を記

録し、時間最大降雨祉は11日の10時～11

時迄で74.0mmとなり 、町内の河川のは

んらんにより住宅及び排水路の溢水によ

る住家等の没水による被害が発生した。

(3)被害の状況

昭和50年10月 8日の集中呆雨に引き続

いての災害であり特に束伊豆有料道路

（稲取地区）、伊豆急行線軌道を決壊さ

せた白田海岸のがけくずれが主な災害で

ある。

白田海岸のがけくずれは10余万rrlの上

砂が民家を押し流し国道、伊豆急行線路

を越えて海に流れ込んだ。

①大雨による被害は下表のとおりである。
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区 分 被害数

人
死 者 人 2 

的
行方不明 人

負 重傷者 人 2 
被

傷 軽傷者 人 6 
害 者 計 人 8 

棟 ， 
住

全 壊 世帯 10 

人 43 

棟 8 

半 壊 世帯 8 

人 37 
家

棟 34 

床上没水 世帯 34 

人 155 

棟 118 
被

床下没水 世帯 118 

人 506 

に
公共建物 棟

そ の 他 棟 28 

②河川、道路等の被害

公共土木施設の被害額は81,390,000円で

町道については26ケ所36,590,000円河川

については12ケ所44,800,000円で被害の

状態は、士砂崩かい、路肩決壊等で内容

は下表のとおりである。
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区 分

流失、埋没
田

冠 水

そ 流失、埋没
畑

冠 水

1．文教施設

2．病院

3．道路（道路決壊）

4．橋りょう（橋りょう流失）
の

5．河川

6．港湾

7．砂防（欠壊・埋没）

8．水遥施設

10．がけくずれ

他 11．鉄道不通

12．船舶被害

13．通信被害

リ 災世帯数

リ 災 者 数

被 害 総 額

種 別 内容 個所数

公共土木 道路 26 

河川 12 

計 38 

被害数

ha 25 

ha 120 

ha 33 

ha 77 

個 所 l 

＂ 
＂ 21 

＂ 2 

＂ 40 

＂ 
＂ 
＂ 

2 

＂ 
29 

＂ 1 

隻

回線 2 

世帯 52 

人 235 

百万円 140 

概要 被害額

36,590千円

44,800 

81,390 

別に一般国道135号線（東伊豆有料道路）

稲取区間及び伊豆急行線の白田地内のが

けくずれの被害が発生した。

③嬰林水産業の被害

嬰林水産関係の被害額は726,090,000円

でその内容は農道の崩壊、路肩の決壊等

の被害52ケ所73,650,000円農業用水路、

護岸決壊等63ケ所で310,940,000円、股

地の流失埋没、冠水等による被害100件

で150,000,000円でその内容は下表のと

おりである。

種 別 内容 個所数 概 要 被 害 額

農業土木 道路 52 767ロ 73,650,000 

水路 63 2,730m 310,940, ooc 

農地 7 田 2.5b • 14,600,000 

＂ 93 畑 3.3h • 135,400,000 

計 534,590,000 

ア．農林業関係の被害

田、畑の冠水による被害面積ほ田12ha、

畑6.9haで農作物の被害は71,500,000円

である。

林業については林道の決壊等で40ケ所、

ワサビ｀田埋没等の被害で50,000,000円で

ある。

イ．漁業関係

一般河川からの土砂流出に加え、白田海

岸のがけくずれ地の崩壊土砂の海中堆積

により、天草及び魚介類の被害が発生し

た。

被害額70,000,000円になった。

④商工関係の被害

木町の基幹産業の一つである観光商工業

関係も宅地等の崩壊並びに、これに伴う

各種施設の損害に加え、交通しゃ断、の

災害は観光客の来遊が出来ず直接的被害

は125件で525,500,000円にのぼった。

⑤公共施設の被害

町の公共施設の被害については大川小学

校敷地崩壊、被害額1.500,000円

白田地内の崩壊に伴う上水道送水管流失

被害40,000,000円

⑥直接被害の見込み額は15億円近くにも

なり、間接的被害を含めると20数億円に

もなるといわれている。

この中で、特に白田地区の崖くずれは

すさまじいものであった。道路上の山や

畑がくずれ、道路も伊豆急線路も附近の

民家も一瞬のうちにのみこまれ、 10数万

立方mともいわれる流出土は海岸にもな

だれこみ、突如として岬を出現させた。

その上には、もとの土地にあったみかん

の木や畑作物がそのまま植わっている状

態であった。

えぐり取られた山肌は滝のように水が

流れ、民家 6軒や、有料道路、伊豆急線

が埋没した。白田から稲取地区への送水

管も200m近く埋没破裂するという大被

害にあい復旧のめどがたたない状態で

あった。附近の住民はあらかじめ稲取小

学校等に避難しており 、けが人が出な

かったことが唯一の救いであった。
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また稲取向井の傾斜地は最近崖くずれ

の災害をうけており、急傾斜対策事業に

認定され、工事がすすめられていたが、

この伝雨でも、崩壊し、一戸が全壊の被

害をこうむった。学校は臨時休校になり 、

町民は 3年続きの災害で途方に暮れてし

まった。

⑦復興運動の状況

7月11日午後 0時40分役場職員を招集し

災害対策本部を設貯した。消防団員の出

動を要請し、河川のはんらん防止対策、

没水家財、流入士砂の除去道路崩壊士砂

及び岩石等の除去を行った。延出動人員

1,050名。

復興に対して一般住民も協力し進めた。

延協力住民600名。

役場職員は調脊班を作り災害調査を実施

した。

白田稲取間有料道路流失のため湯ケ岡稲

取間の町道柳川線を交互に連絡を取り通

行路とした。

イ．伊豆急行線の開通は 7月24日、 14時

25分よりである。

ロ．白田～稲取への水道管本管の送水開

始は 7月23日、 7時45分からである。

，，ヽ．東伊豆有料道路の附通は 7月30日、

15時からである。

〈観光客の脱出作戦〉

この時期、伊豆南部への観光客は、 5 

万～ 7万人いたといわれている。 12日下
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田から544人をのせた東海汽船はまゆう

丸は途中稲取に立ちより 544人をのせ熱

海港に到着、 13日には、 8,000人あまり

（うち稲取からは1,050人）が伊東港に

おくられ、足のない観光客のほとんどが

伊豆から引きあげていった。マイカ一族

は、13日一部開通したマーガレットライ

ンを通って渋滞の中松崎まで 5時間あま

りもかかって帰路についた。

伊東市では、観光地伊豆のイメージダ

ウンにならぬようたきだしをし、その対

応にあたってくれた。

稲取ではあまり問題にならなかったが、

所々で、観光客優先や観光客のマナーへ

の批判も出され、今後に観光客と住民一

体とした救助活動のあり方が課題として

残された。

〈給水車、町内を走り回る〉

水につかった家は泥水を洗い、役場か

ら配られた消毒用の石灰を家や碑にまい

て消毒につとめた。

生活に一番大切な飲料水は送水管は白

田の崖崩れで破壊し、稲取地区湿泉場、

西町、東町、田町の一部で断水になり 、

給水車 3台が町内を走りまわった。13日

には熱海市、富士宮市から 3台が応援に

かけつけてくれた。その間町では、道路

の整備をして水道管を補修し、 15日は一

部を除いて給水ができた。然し、時間給

水の為、民家は節水に心がけ、旅館では

十分使用できず、道路の不通とあいまっ

て、 80％以上あった観光客の予約は電車

開通までほとんどとり消されてしまった。

〈山本知事の視察と、白田山崩れの復旧

工事〉

この災害に対し山木知事は14日天城越

えで河津町に入り、東伊豆町、下田市、

南伊豆町、西伊豆方面の視察をおこなっ

た。

東伊豆町では白田の山崩れを中心に視

察、由比の地すべりを手がけた林野庁の

技術を迎入して出来るだけ早く復旧させ

たいと語った。

山崩れの復旧方法は次のとおりである。

①崩れた山のノリ面のオーバーハング

全部をおとす。

②崩れた下部のヘドロの排除

③有料道路と伊豆急線路の間20mに仮

道路をつくる。

④土砂を排除し、 一車線だけでも確保

する。

そして、ヘドロの排除には自衛隊を依

頼、公団、伊豆急行の最高幹部が話し合

い最終的にエ法を検討し復旧作業が開始

された。

復旧作業と並行して、町道の柳川線の

整備も行われ迂回路が確保されたが車が

集中し、長い渋滞の列が続いた。

16日には有料道路片瀬一八幡野間が開

通し、 18日には伊豆急下田一稲取間の折

り返し運転がされ、残るほ、稲取ー白田

間だけになった。伊豆急行では開通まで

伊豆急海運での海の輸送をした。

こうした中で、白田では、ブルドー

ザー、ユンボなど10台の機械をフル回転

し、ヘドロを海中にすて、仮道路をつく

り、急ビッチで作業にあたったが、公団

はじまって以来の最大の事故でなかなか

工事はすすまなかった。

しかし、伊豆急行線を埋めた土砂4万

立方mは昼夜の突貫作業でようやく排除

され、災害発生から14日ぶり予定より 2

日早い 7月24日午後全線開通がなされた。

伊東駅では、乗り切れない客を残して、

第 1便が下田にむかった。

残る有料道路についても、安全を確認

しながら工事をすすめ、 7月30日、一車

線が開通し、ようやく 、鉄道 ・車の両方

のいききができるようになった。

〈激甚災害指定の要諮書提出〉

7月28日、染雨災害視察のため、県商

工部赤川部長が来町した。その折、災害

救助法が適用されなかった東伊豆町では、

陳情書を衆参両院の災害特別委員長宛に

提出、国の助成対策を要望した。

その内容は、白田の山崩をはじめ、通

行止め、水道断水などによる商業 ・観光

関係の直接、間接被害は莫大なものとな

り、激甚災害指定地区の措置をはじめ、

住民経済復興、町財政負担援助の為に特

別助成をしてほしいというものであった。
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さらに、その具体的措置として

①バイバス道路の建設ならびに国道

135号線（有料道路）の災害復旧工事の

早期完成

②稲取向井地区防災工事の促進

③河川の整備促進

イ．公共土木災害

④復旧資金等の助成

等を陳情した。その結果

災害復旧工事については国の査定を請け

下記のとおり復旧した。

51年実施 52年実施 計

摘要

件数 l事業費l件数 l事業費l件数1事業費

51年 7月災害 I1s 123,101千門 1 2 1 16,949m | 18 | 40.656五
補助率
0.667 

ロ．農地、製業用施設災害

51年実施 52年実施

件数 事業費 件数 事 業費

51年 7月災害 51 107,752” 57 116. 293和

農 地 11 9,165 15 17,560 

農業用施設 40 98,587 42 98,733 

〈災害見舞とこれからの課題〉

この災害で稲取地区では恒例の夏祭り

は「居祭」としてミコ、ンは出さないこと

になった。また、学校も14日迄臨時休校

とし給食が開始されたのは20日になって

からであった。

この災害に各地から見舞が寄せられ、

直接町にきたもの303万円、 一般被災者

にきたもの211,555円で総額514万円あま

りにものぼった。 一般被災者への見舞金

は住民課で被害の程度によりそれぞれの
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53年実施 計
摘 要

件数 事業費 件数 事業費

2 11,046千Pl 110 235,091叶l'I

1 3,362 27 30,087 補助率
0.942 

1 7,684 83 205,004 
補助率

0.982 

被災者におくられた。

また、町内観光関係者は、水害見舞の

御礼と夏ヽンーズンの誘客をかね、書状 l

万枚を全国の旅行業者に発送した。

さらに、稲取向井地区の急傾斜地も、

河津組が3590万円で請けおい昭和52年に

完成をさせた。

今回の災害については、集中棗雨とい

う天災に見舞われて生じたものであった

が、その被害が開発地域に多かったこと

を考えると、単に天災として片付けられ

いよう 、確実な安全対策が望まれる。ないといえよう。今後、開発で自然がこ

わされ、そこが災害のきっかけにならな 〈参考資料、伊豆新聞、伊豆観光新聞〉

な怨裟

5分間隔の信号待ちで通過すの上下線の車 (30日午後 3時20分

白田の現場

開かれた

東海岸Jレート

白田地区内開通

（右の突き出したのは落土でできたもの）
東伊豆町白田の有料道路決壊現場

道路も伊豆急線路も民家も
ひと呑みにして海岸になだれ落ちた
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第 5節高度経済成長の波に

乗り、観光は町経済

の基幹となる。

1.あらまし

東伊豆町が生まれて10年にして、観光

地の甚礎がかたまってきた。昭和44年に

は東名高速道路も開通しその翌年昭和45

年に大阪で万国博覧会が開催され、観光

の外部、環挽も恵まれ旅館の新築増築等、

昭和40年代なかば過ぎまで続いた。そし

て土地ブームが訪れ城東地区の山林の多

くは外来資本の手に渡った。やがて、昭

和48年の石油危機による政府の総需要抑

制政策を契機に観光需要の変化が始まっ

た。加えて、昭和49年伊豆半島沖地震、

昭和51年 7月伊豆半島の大雨災害、昭和

51年 8月伊豆東部の河津地震、続いて本

町歴史のなかで忘れることのない、昭和

53年 1月の伊豆大島沖地震が発生し、町

に壊滅的被害を及ぼし、町観光経済に大

きな試練を与えた時代でもあった。

この期の主なことは。

旅館の新増改築がなお進む。

熱川温泉の海上大文字焼始まる

（昭44年）

銭の花（花登匡著）日本テレビ放映始

まる。（熱川湿泉をモデル） （昭45年）

熱川バナナワニ園分園落成。（昭46年）
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稲取～大島航路開設。（昭48年）

稲取郵便局、稲取駅前に移転（昭46年）

東海ストア開業（昭48年）

東伊豆町炊飯センター開設（昭48年）

静岡銀行稲取支店新築（昭49年）

オレンジパーク、ゴルフ練習場開設

東伊豆町商店連合会発足（昭49年）

熱川集砂突堤工事着工（昭49年）

伊豆半島大雨災害発生（昭51年）

伊豆バイオパーク開設（昭52年）

伊豆大島沖地震災害発生（昭53年）

これからの観光企業の在り方研究

（商工会） （昭53年）

2.なお旅館の新増築進む

昭和40年代のなかばに入っても旅館の

増築新築はやむことがなかった。民間金

融機関も旅館等の設備投資に栢極的で特

に静岡銀行はこの時期にシェアを拡大し

た。

〇熱川湿泉では

昭和43年に 大東旅館ロイヤルホテル

完成（当町では初めての

和洋折衷の客室と庭園を

設けた。）

昭和45年 福島屋三楽荘を改築

熱川ビュホテル新築

昭和46年 熱川大和館火災により焼

昭和52年

失増改築（地上10階建当

時は町のなかで最も謁層

建築。）

熱川湿泉ホテル増改築

〇片瀬温泉では

昭和48年 南海ホテル（井原吾ー）

を買収掠東映ホテルとし

て増改築（片瀬湿泉では

最大規模）

昭和53年、 えびやホテル（地震によ

り全壊し改築）

バイオパーク

〇大川湿泉では

昭和45年 いさり火新築

昭和46年 レステルニ度山新築

〇白田湿泉では

昭和52年、 ペンション白田荘新築

〇稲取温泉では

新たな開業は

昭和44年、 大平荘

昭和47年、 ホテル川栄

増築では

昭和46年、 いなとり観光ホテル

（鉄筋 5階建40室）

稲取赤尾ホテル (21室）

バナナワニ園

昭和47年、 稲取東海ホテル (21室）

昭和48年、 銀水荘西伊豆町堂ケ島

に進出

昭和51年、 いなとり荘

鉄筋 7階建増改築(50室）

昭和52年、 ホテルはまのゆ

現在地に移転新築

鉄筋 8階 (20室）

昭和53年、 ホテル白雲閣

（地震により倒壊し一部

増改築）

〇高度経済成長の終わり。昭和47年田中

内閣の列島改造論は土地だけの値上がり

ではなく建築資材なかんずく木材の暴騰

ぶりは 「山火事相場」といわれた。翌昭

和48年の石油危機。昭和49年には消費者

物価31.3％卸売物価24.5％も噴き上げ政

府は、激しいイソフレを抑えるため総需

要抑制政策を実施し、その一つと して強

い金融引締を行った。このため建築需要

は極端に落ち込み、又観光客も伸び悩み
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ようになって、家庭生活は便利になった。 こうした国民生活の移り変わりは観光

昭和45年頃から人間性回復がさけばれ、 需要面にも端的に現れて、高度成長期の
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この不況を克服するため、商工会は、伊

豆東股協に御願し、商工組合中央金庫の

商工債券を 5億円買っていただき、その

債券額の数倍を、まだ増築意欲のあった

旅館建築を援助することにした。これに

ついては町も殷協に利子補給するなど租

極的な協力をした。このためもあってか、

日本経済はマイナス経済であったが、当

町は伊豆の観光地が強い落ち込みを示す

なかでわずかながら、地震災害の年を除

始め町の経済は低迷の色を濃くしてきた。 モデルとした静岡新聞連載の「銭の花」

が日本テレビであしかけ 2年間放映され、

熱川温泉を全国的に有名にし、その宣伝

効果は高いものがあった。

下記の図は、昭和36年度から昭和51年

までの伊豆南部地域の宿泊客の伸長図で

ある。これをみると、昭和48年の石油危

機まで急速な伸びを示し、以後逆に宿泊

客数が減少し始めている。当町に於いて

も、昭和51年度の宿泊観光客数に後戻り

している。

このことは、全国的な傾向で、昭和50

年以降旅館の軒数が減少し又その稼働率

は連続して低下していることは、昭和49

年伊豆半島沖地震、昭和51年 7月の大雨

災害等の災害が、観光客の減少に加速度

を加えたことも問違いないが、石油危機

に始まる観光需要の変化とみるのが正確

であろう。

高度経済成長は多籠生産と画ー化した

生活により、家庭はテレビ・冷蔵庫その

他の電気器 ・電話そしてマイカーを持つ

いては伸びを示した。

3.観光客の動き

昭和45年、熱川湿泉の大東館福島屋を

人数 伊豆南部の宿泊者数の伸長図（旅館）
（万人）

300 

200 

100 

昭和48年の石油危機以降低成長時に入っ

て、人々 の暮らしはモノの豊かさと共に、

心の豊かさを求めるようになってきて、

消費生活は高度成長経済化の画ー化から

個性化消牧その多様性へと移ってきた。

当町に於いても昭和52年に文化協会が結

成され第 1回の町民文化祭が開催された

のも、その反影と思われる。

団体型宴会芸者というパターンから、グ

ループ家族型、そして女性の旅行者も増

加し、又スポーツや文化目的の旅行志向

が高まってきた。このために今までの湿

泉観光地の停滞が始まり、昭和53年の伊

豆大島沖の地霙では、電車道路の長期に

わたる不通と旅館設備の破壊により前年

比30％余も訪れる観光客が減少した。

宿泊旅行における同行者別構成比の推移

50 

40 
36.4 団体旅行

30 
34. 7 家族旅行

27.6 24. 7 

20 

24 7 グループ
・ 旅行

10 
5.2 4.7 4.2 4.9 3.4 ,1, 4.l ひとり旅

昭和39 41 43 45 47 49 51 53 55年

資料： 「観光の実態と志向」 （注）昭和45年以降＂その他・不明＂が若干あるが、それらを除き構成比を算出 。

東伊豆

3.6 48 49 50 51年
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表ー38 観光に対する住民意識調査

利用交通機関別構成比の推移

0

0

0

0

0

0

0

0

 

8

7

6

5

4

3

2

1

 

72.8 

44.0 44.0 ~ 45.8 
← -—→—•ヘ 45.4 鉄道

且』バス
34.3 自家用

28.7 -28.1 

昭和39 41 43 

-5点翌ニ・玉二l:;
45 47 49 51 53 55年

者
機
舶

業
行

営
飛
船

（注） 複数回答 昭和45年以降は“その他・忘れた＂も含まれている 。海外旅行は含まれていない。

資料：「観光の実態と志向」昭和56年3月 （社）日本観光協会

ご
生活環境 交通の（更と公害 文化交流と風紀 観光業者の地域の協力

生活が豊か自然が破壊 交通の便が公害が生ず 文化交流が風紀が乱れ
している していないになる される よくなる ゆ できてよいる

20~35オ 57.7% 42.3% 42.7% 57.3% 39.7% 60.3% 42.8% 57.2% 

36-50オ 78.1 21.9 55.9 44.1 46.7 53.3 47.5 52.5 

51オ以上 71. 9 19.1 61.8 38.2 54.5 45.5 36.9 63.1 

計 69.3 30.7 54.0 46.0 47.7 52.3 43.2 
I 

56.8 

ご
生活環境 交通の便と公害 文化交流と風紀 観光業者の地域の協力

生活が豊か自然が破壊 交通の便が公害が生ず 文化交流が風紀が乱れ
している していないになる される よくなる る できてよいる

農 業 69.4% 30.6% 57.9% 42.1% 44.2% 55.8% 44.4% 55.6% 

漁 業 64.7 35.3 38.1 61. 9 43.7 56.3 29.2 70.8 

商 業 93.3 6.7 78.6 21.4 62.9 37.1 41. 7 58.3 

工 業 25.0 75.0 28.5 71.5 14.3 85.7 42.9 57.1 

勤 人 61.2 38.8 48.8 51.2 50.0 50.0 41. 9 58.1 

その他 69.5 30.5 42.9 57.1 36.8 63.2 62.5 37.5 

計 69.3 30.7 54.0 46.0 47.7 52.3 43.2 56.8 

4.観光に対する地域住民の反応

急速に牒漁経済を基幹とする、経済か

ら観光経済への転換は、当然にそこに角

逐が生じるのも世の中の常である。観光

は海を汚す。風紀が乱れるという戸が漁

業者農業者等先住民である感梢もからん

で大きくなってきた。特にじん介焼却場

の利用をめぐって、旅館業者はその収集

般用の自己負担について、強い反対の姿

勢を示 し、その言菓が旅館が地域経済を

背負っている。それなのになんだという

言動に、町民は強い反発を示 してきた。

稲取～大島航路開設の漁業者の一部反発、

マソション建設反対の旅館業に対する嬰

業者商業者の非協力などそのあらわれで

あった。高度経済成長の一つのひずみで

あったであろうか。牒漁業者の持つ人梢

性と観光経営の近代的合理性のギャップ

も見逃すことはできなかったと思う。

5.別荘マンション 寮の開発始まる。

この期昭44年～昭53年の町経済上の特

質の一つは、観光経済の発展に伴って、

「保養地」（別荘マンション寮）としての

胎動であった。一方保追地としての開発

は、当町の土地の値上がりが急激で山林

等は数拾倍の価格にはね上がり多くの土

地所有者は、土地を手放した。この時期

に旧城東村地域の山々の多くは、外来賓

本の手に移って行った。この土地ブーム

の一こまとして世に言う「サーキット問

題」の悲劇が起こ った。奈良本区所有地

（登記上は町名義）をサーキット場をつ

くることを理由に売却したが、これが建

（昭和52年）賀茂郡商工会

設することができず土地は安価で他人の

手に渡り、地上屋だけがとくし、奈良木

区の一部の役員からは罪人が出たり又訴

訟したりさわがしかった。

この土地ブームは田中内閣の列島改造

計画論が一府拍車をかけたもので、全国

的に土地ブームを引起こした。

やがて昭和48年石油危機が訪れ、日本

経済の落込みが始まり 、政府も土地開発

規制に乗出し国土庁を設骰することなど

により、激しかった土地フ ー`ムも鎖静化

をたどった。
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別荘地開発

当町に土地ブームを引起こした最大な

要因の別荘開発も、伊豆急行電車の開通

と併行して行われた。伊豆高原の別荘開

発に刺激をうけたのか、昭和38年に奈良

本に仰三井不動産による開発が始まり、

続いて昭和43年大川に蛉小松建設が開発

し以降下記の表通り昭和48年までに11ケ

所で別荘開発が行われたが、石油危機後

別荘購入者も極端に少なくなり、その利

用者も減って白田に開発した抹日東の別

荘地など荒廃しているものもあり又、稲

取の採日本軽金属が開発した別荘地は、

町の人々の住宅ともなっている。

東伊豆町の別荘開発

別荘利用率：年間約20日 （昭和49年現在）

地 区 開発年月 開発者 区 画 数

S 43. 12 帷小松建設 327区画
大 川

味日新開発S 45. 2 381 

S 38. 6 昧三井不動産 302 

奈良本 S 44. 4 卸三菱地所 1,106 

S 48. 12 昧 小林住宅 301 

S 45. 4 昧千代田 150 

白田 S 45. 10 卸日東開発 1,060 

S 46. 12 囲 栄 不 動 産 337 

S 45. 11 株あざみが原 50 

S 47. 2 昧日本軽金属 252 

合 計 10ヶ所 4,266区画

6. リゾートマンション等

昭和46年頃、別荘開発に続いて、マン

ションの建築計画が、主に奈良本地域を
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中心に数件町の土地利用委員会に提出さ

れてきた。これに対し旅館組合が反対の

声を上げ、町の各界代表者が和歌山県白

浜温泉の視察等をして、究否両論の議論

をしているうちに、昭和48年の石油危機

により、別荘開発と同様に建築計画保留

となったところが多かった。この時期に

熱海等のマンション建築は激しく進み、

旅館の軒数も減少をたどり始めた。

リゾートマンション建築状況

地区名創業年マンショ‘ノ等名 摘要

奈良本 S48 京王マ‘ノツョソ 分譲方式

11 S48 

北 川 S49

稲取 S53

ダイヤモンド

クラブ伊豆

エメラルド
グリンクラプ

会員方式

会員方式

（昭和55年取こわす）

シーサイドウ，.ィラ

（元ゆうき荘を買収）

ホテルジャパソ
稲取

会員方式

保養所（寮）等

高度経済成長は、民間企業のたくまし

い挑戦と政府の適切な施策によって成し

遂げられてきた。この企業等が従業員の

福祉対策として、保挫所設置が進み又公

共団体も住民福祉の一つとし保挫所施設

を競った。当町の保養所設置は昭和37年

通産省伊豆保餐所に始まり、下記の通り

昭和40年代の後半に大多数が設けられて

いる。特に大川は観光経済というより保

養所経済地域となった。

東伊豆町保養所（寮）一覧表

地区名 保 養 所 名 創業年 摘 要

稲 取 国家公務員共済組合KKR稲取 昭和42年

片瀬白田 全電通労働学校 44 団結の家

東京実業健保組合白田保養所 47 1 0室

埼玉県戸田市保養所 47 1 3室

埼玉県和光市保養所 52 6室

東京港健保組合陽光荘 42 9室

東京酒憐油健保組合白田荘 44 8室

通産省伊豆保養所 37 6室

川崎市東伊豆市民保養所 59 43年に建築売され
たものを収

川口内燃機鋳造湯岡寮 39 5室

寺田倉庫保養所 45 

櫻美林セミナーハウス 44 1 8室

東京理科大学研修1呆養所 59 4室

奈良本 大東京火災海上熱川東保園 47 6室

中央ラジオテレビ熱川寮 51 

野村証券熱川海光園 49 1 0室

裕生興業熱川保養所 52 8室

鬼怒川ゴム健保組合熱川荘 48 6室

小林電子産業熱川寮 49 6室

クラリオン健保熱川保養所 61 7室

高木証券高木くらぶ 62 6室

岩崎電工熱川山荘 51 
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地区名 保 養 所

大 JII 国鉄労働組合教育センター

日新伊豆大川荘

伊豆瑞光園

東洋共同海運ダーチャ伊豆

東京都職員共済組合大川荘

岩崎通信機大川荘

日本大学ゼミナーハウス

三国健保組合伊豆大川荘

東洋通信機伊豆保養所

東京都皮革産業健保組合

ジャンポクラプ伊豆

大喜魚類大川寮

府中恵仁会保養所

北 JI I ジャパンピラクラプ北川

7.商業

商業活動も、昭和48年の石油危機まで

観光の仲長と共に、道路の整備人口の増

加などにより、全体的には順調な推移を

たどって きた。しかし旅館納品の手形取

引又旅館規校の拡大に伴って、原材料品

の大梵購入は町外仕入れも増加してきた。

伊東下田等に大型店の出店は、マイカー

時代の進展もあって、町民の買物の町外

流失が増加してきた。又昭和44年頃から、

ボウリングブームが一時期訪れ当町に於
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名 創業年 摘 要

昭和49年 4 2室

49 6室

51 

53 5室

45 

47 8室

41 2 0室

47 5室

46 8室

52 

50 

47 2室

50 

49 (6室）

いても、昭和47年に稲取の温泉場にて、

掠東海バスの子会社東海興業が附業した

が、そのブームも一年たらずで去り、昭

和49年にはその跡を大型店舗の東海スト

アを開業し、当町稲取地域に従来のヤオ

ハン稲取店と 2つの大型店の営業で一般

小売店のシェアは狭くなってきた。東海

ストア稲取店はその後昭和54年に閉鎖し

ている。そして稲取の電気器具小売店の

組合だけで持っていた共同アンテナを抹

ハイキャット（代表者黒田多兵衛）を設

立し町の出来事をテレビで放映すること

になったのが昭和45年であった。

新たな商店街の発生

道路の整備人口の増加に伴って、新たな

商店街が形づくられてきた。

〇稲取駅前商店街

昭和38年に、伊豆稲取駅からの取合道

路が完成し、それ以前はカイドウ名産店

だけであったが、昭和39年に梅原漆器店

謁村洋品店、昭和42年にまると鮮魚店が

開業した。昭和45年、伊豆信用金庫支店、

昭和46年稲取郵便局を、この道に設置し

てより 、昭和50年代の初めにかけて済広

寺などによる土地捉供があって、女性衣

料の専門店と軽飲食店が次々と開業し駅

前商店街として形成されてきた。

〇奈良本学園通り商店街

奈良木で最も古い家柄 といわれてい

る屋号 「小田原」大田和之氏が、伊豆急

行屯車施設工市の土砂を、自分の殷地に

捨土させこの敷地を観光従業員等に貸与

し現在の小田原団地が形成された。この

住宅等の増加に伴って昭和30年代の初め

までは熱川精肉店（大田永ー） しかな

かったが、次々に新たな店舗が開店し、

昭和47年にサンエイストア（現在のカネ

カストア） 奈良本地区のセルフサービス

店第 1号が開業し、奈良本学園通りが形

づくられた。

特記すべきことは、昭和48年の石油危

機当時日本経済は、極端に物価が上昇し、

狂乱物価を招き、人々はモノが不足して、

一時的に買いだめしたこともあった。

商店数と販売額の推移

＼ 裔店数 販 売 額

昭和43年 3 9 9店 352.596万円

昭和54年 4 7 4店 1,293.215万円

伸率 18.7% 359.8% 

8.建設業

この期に於いても、旅館の建築、商店

の増改築、住宅の新築、公共投西の増大、

続いて別荘開発と、この建設需要に支え

られ、建設業及び関連業は順調に伸びた。

又のこ問の建築技術機械化の革新もめざ

ましいものがあった。

しかし旺盛な本町建設投汽も昭和48年

の石油危機を境として、観光及び別荘投

資等の冷え込み、第 1次産業の衰退等に

より下降線をたどり始めた。そ して狂乱

物価を沈静化するため政府は総需要抑制

政策により金融が極端に引締められ、全

国的にも、建設需要が著しく減退した。

本町の大工さん等の多くは京浜地域に仕

事を求めて出稼ぎ行く建設業の不況を招

し、た。
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東伊豆町の工事数の推移

（昭49～昭53) （町建設課）

9.製造業

木町の製造業は、従来痴業と関連を

持った造船業と製樽業が栄えていたが、

漁業の衰えと、加えて機船舶の減退もあ

り又全国的な造船業の不況時代を迎えて

以前は4事業所あったが昭和53年度には

2事業となった。又製樽業もプラスチッ

ク製品に変わり町のなかから製樽業はな

くなった。

製材業も、 4事業所に減り又木工業も

建具等の木製よりサッ｀ン製品に変わり事

東伊豆町製造業 （昭和53年度）

業 種 件数 摘 要

食 料 品 10 菜子

木工業 14 建具家具

製 材 業 4 
坦、土 船 2 

窯 業 1 

業所の減少が始まった。

変わって、観光地としての特質である、

みやげ品等の菓子製造事業所が増加して

きた。特記すべきことは、昭和48年に町

のお米屋さんが、共同して炊飯センター

を設置した。

東伊豆町の建築工事の推移
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ニ 資料 ：東伊豆町建設課

東伊豆町 事 業所の推移

（昭和44年～昭和53年）

業種別 事業所数 伸 率 従業 員 数 伸 率

(44年） (53年） (44年） (53年）

晨林水産業 3 5 17 % 49 103 21.0% 

鉱 業 1 1 

゜
2 2 

゜建 設 業 120 149 12 % 729 880 20.0% 

製 造 業 41 37 △ 11 % 210 201 △ 4.0% 

卸 小 売 業 476 536 13 % l會460 1,627 11 ％ 

金融保険業 7 10 42 % 105 150 43 % 

不 動 産 業 88 92 0.5% 121 131 8.0% 

運輸通信業 39 32 △ 12 % 397 314 △2.6% 

電気ガス水道業 3 5 66 % 32 35 9.0% 

サービス業 547 548 0 % 4,232 4,072 △ 2.0% 

計 1,325 1,415 0.6% 7,337 7,515 2.0% 

※地裳の影孵でサービス業の従業員が減少している。

10.伊豆大島近海の地震災害とその復興

本町の歴史のなかで、いつまでも忘れ

ることがない、伊豆大島沖近海の地震災

害は、社会編で詳しく連ねているので、

ここでは観光商工業の復輿、特にこれに

対応した商工会等について述べる。

(1)陳梢活動

この災害が、本町と河津町の狭い地域

であるため、「激甚災害法」の指定を政

府でしてくれるのか、疑問に思ったこと

と、電車 ・迫路の長期にわたる遮断は、

観光地としての特質上、（収入のない）

問接被害も大きいと考え、国県に商工会

役員、町議会議員が次の内容の陳情をし

た。

陳情の主旨

1::1頃、中偽企業対策については、ご

配意を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、去る、昭和53年 1月141::1伊豆束

部地区に甚大な被害（東伊豆、河津両

155 



町の商工業者の90％余）を与えた伊豆

大島近海地震の被災中小企業の財政援

助について何卒格段のご協力を賜りた

くお願いいたします。

なお当地区は

①昭和49年 5月 9日 伊豆半島沖地旋

②昭和51年 7月11日 伊豆半島の大雨

災害

③昭和51年 8月18日 伊豆東部の河津

地震

以上のたび重なる被害から懸命な努

カの結果、やっと暗いトンネルから脱

出したかと思われた矢先、最も莫大な

被災を袋むり 、被災中小企業は歯をく

いしばっています。

又、当地区ほ、訪れる観光客を基幹

とした観光経済地区の特殊性より、交

通網の途絶え、余震等のおびえで、間

接被害（売上収入のない）も大きく 、

両町の従業員約 7千名が路頭に迷って

います。

以上の今回被災の中小企業に対する

特殊をご考胤の上（激甚被災に対処す

る中小企業に閑する特別助成） （昭和

37年 9月法律）を超えている4f項もあ

りますが、次の通りご援助をお願いい

たします。
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陳情の事項

1.金融対策について

(1)現在の激甚災害の政府金融対策は、

400万円まで 3年問年利 3％ですが、

これを2,000万円、貸付期間15年以

内400万円まで無利息、 400万円を超

える貸付金額は低利の段階方式にし

ていただきたくお願いします。

その理由

。たび重なる災害により災害融資のわ

く限度にあり、又その伯盗が困難な

ため県の利子助成を得ていること。

。今次被害が中小旅館が最も大きな被

害を受けているため、事業単位の再

建資金が高額になること、又、その

設備資金は建物の特種性により長期

の貸付金でない限り、復典は不可能

な状況にあります。

(2)問接被害（売上収入のない）につい

ても、低利な融査の援助をお願いい

たします。

その理由

訪れる観光客が相当期問見込まれな

い災害状況には、人件費等の固定費負

担にたえかね倒産企業も見込まれる状

況です。（一部屈用保険の支給で救済）

従業員等の救済を含める意味でも是

非お願いいたします。

2.屈用保険支給の適用について

（災害救助法、激甚災害指定地区に基

づく）

(1)現行法では、被保険者期間が 6ヶ月

以上でないと適用できないが、災害

の時は、 6ヶ月未満でも受給汽格者

にできるようお願いします。

今次災害による被保険者のなかで

受給無資格者が約200名余あり被災

中小企業は、この従業員の生活保障

に苦慮している。

(2)雇用保険の支給日開始の期日を災害

発生の期日 (1月14日）までさかの

ぼって認めていただきたい。

現行法では、離職者が、妓初に公

共戦業安定所に、求職申込みをした

日以後、 8日からと規定されている

が、今次災害の状況下では、離戦票

及び求人票の提出のため、公共戦業

安定所に出頭することが困難な状況

下にあること。各事業所が今後の経

営の見通し等判断に迷える状況下に

ありましたので、何卒支給日開始の

日を災害の発生期日まで、さかの

ぼって、是非認めていただきたい。

3.災害地商工会に経営改善事業般の特

別助成をお願いいたします。

(1)経営改善事業牲の使い残し金額は、

災害調在指迎費として認めていただ

きたし、0

(2)被災商工会に災害復興特別指迎喪を

少なくとも、1年間特別に助成をお

願いいたします。

4.中小企業に対する激甚災害の援助対

策の根本的な見直しをお願いします。

現行法が昭和37年度の制定で以後一

部改正はしたものの経済の高度成長に

伴い中傷企業種の多様性、設備の近代

性、経営の複雑性等より、地域及び業

種により、その援助対策の不適応、不

公平がありますので、是非中小企業の

復興の実情にそうよう見直しをお願い

します。

以上、法律等の改正を要する事項も

あります。商工会でも被災中小企業の

あまえの気持ちを捨て去り 、あくまで

ビジネスサイドで復興をするようきび

しく指迎をしていきますが、余りにも

度重なる災害の上、今次被害の深刻さ

から何卒ご協力下されたくお願いいた

します。

〈伊豆大島近海地虚商工業の被害状況〉

（東伊豆 ・河津両町の）

。東伊豆町

商工業者数 1190 被害率 91.5% 

被古商工業社1076 被害金額541.998万円
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（商業） 503 163,442万円

（工業） 15 35,750 " 

（建設） 258 17,853 " 

（旅館） 90 305,325 " 

（サービス業） 210 19,628 " 

〇河津町

商工業者数 541 被害率 89% 

被害商工業者 482 被害金額214,585万円

（商業） 167 28,868万円

（工業） 78 30,339 11 

（サービス業） 237 155,378,, 

(2)金融対策

政府金融機関（国民金融公庫、商工組

合中央金庫、中小企業金融公庫、静岡県

信用保証協会）を総動員で、稲取地区は

静岡銀行 2階を、城東地区は奈良本の旧

公民館を借りて、相談と借入金の申込を

受付始めた。特に国民金融公庫の戦員は

申込件数が多いので、稲取の糀屋に宿泊

し毎夜おそくまで、仕事をして下さった

ことに今でも頭が下がる思いである。勿

論商工会職員も休日返上で深夜まで約 3

ヶ月問頑張ったことは、当時の商工会職

員は忘れることはできないであろう 。混

乱した社会に突如外部より金融フロロー

カーが現れ困惑した一秘もあった。
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(3)所得税の確定申告日の延期

通年度の、所得税の確定申告 日は 3月

15日までと定ま っているが、商工業者は

災害の整理その復輿で税務申告など手が

廻らないのが現実であったことにより下

田税務署の配應で、 3月30日までの特別

の延期処貯がとられた。しかし商工会と

しては、災害後の復興指迎で多忙をきわ

めているなかでの、税務指迎に手が廻ら

ず、賀茂郡下の商工会、下田商工会議所

職員の応援を得て、その指羽を実施した。

(4)その他

：：屈用保険の適用：：を下田職業安定所

の配慮で、旅館従業員を中心に災害直後

から支給することができた。

又東海汽船に御願して、町観光課と協

)Jして、稲取～伊東問の連行を実施した

(1カ月位）。

この連行は、昭和51年の大雨災害で経

験済みであった。 この事業は時の観光課

長佐藤宏次氏の発案によるもので、町役

楊の頭脳といわれた彼の面目躍如の一面

でもあった。

伊豆大島近海地震災害融資一覧表

（昭和53年裔工会調）

0災害融資の金額は通常年度の 3倍乃至4倍の金額であった。

0金利引下の強力の陳情の結果は政府の特別配意で引下られた。

① 災害関係融資

0政府系金融機関別融資一度表

金 融 機 関名 件 数 金 額

国民金融公庫 5 6 6件 301,970円

商 工 中 金 1 8 83、400

中 小 公 庫 7 33、000

県 7 5 67,630 

商工貯菩共済組合 1 6 14,945 

計 6 8 2 500,945 

0同、業種別融資一度表

業 種 別 件 数 金 額

商 業 2 6 4件 132,200 

飲 食 業 9 5 29,770 

建 設 業 1 3 1 55,750 

旅 館 業 7 6 233,840 

サー ビス業他 1 1 6 49,385 

計 6 8 2 500,945 

② 災害関係1昔換え融資（県制度融資）

取扱機関 件数 金額 取扱機関

静岡銀行 11件 9.191 下 田信用

駿河銀行 1 1,000 伊豆信用

静岡相互 2 1,360 商 工 中 金

中 部相互 1 1,000 計

（単位万円）

構 成 比

60.3% 

16.6 

6.5 

13.5 

3.1 

100.0 

（単位万円）

1件当り金額

629 

363 

425 

3,076 

425 

735 

（単位万円）

件数 金額

8件 4,571 

6 3,144 

12 10.608 

41 30,874 
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第 6節教 育

1.教育施設の近代化と整備

(1) 稲取・熱川両中学校体育館完成

昭和43年 3月15日、 賀茂郡下の小・中

学校で一番最初の体育館、稲取中学校の

体育館が完成した。

続いて、 44年10月 6日、熱川中学校体

育館の落成をみた。それから凡そ20年、

多くの若者が育っていった。

稲取中体育館

(2) 熱川・稲取の小学校プール完成

海のある町東伊豆町の子どもに「泳げ

熱川中体育館

ない子が一人もいないように」という強

い願いが住民の願いであり学校の願いで

もあった。

昭和47年 7月、待望のプールが熱川小

学校に完成した。

当時、水泳指迎は熱川穴切海岸熱川

プール、片瀬フ゜ール、又々白田プールと

観光施設のプールを借りてであった。学

校にプールが完成したことにより体育の

時間に放課後にとフルに活用されしかも

8月の夏休み中も PTAの協力により f

ども達に開放された。

2つのプールも河津南小学校について

郡下小中学校では 2番目完成のプールで

ある。

稲取小プール

翌、昭和48年 9月、稲取小学校にも

プールが完成、熱川小、稲取小と両校

揃ってプールができたことは海の町束伊

豆に泳げない子のないようにの願が実現

に向かって大きく前進したことは喜ばし

いことである。

熱川小プール

(3) 小学校新校舎建設

昭和40年代に入り、学校施設の充実整

備が急速に進展し、 稲取・城東両地区

共々学校が新築されたことは児蛮にとっ

て大きな幸である。

ア．〈稲取小学校新校舎落成〉

昭和45年11月、待沼の稲取小学校鉄筋

四階建の新校舎が完成した。

明治 6年 6月11日、学制に基づき稲取

村公立小学「遷喬舎」が設置され、明治

27年、本館第 1校舎が落成各分教室を廃

止し、現在地に落ち沼いて以来およそ

I 100年近い。

当時第 2、第 3、第 4、第 6校舎等々

の増築がされた稲取小学校、戦後 6. 3 

制施行により 6学年までとなったが昭和

34年には1405名の児童数を数える程だっ

た。

数々の想いを残し、何千人かの卒業生

を送り出した校舎も幾星霜、老朽化に耐

えてきた校舎も、近代的な鉄筋四階建の

新校舎として生まれ変わったのである。

稲取小学校の写真

①〈熱川小学校新校舎落成〉

さきに稲取小学校の立派な鉄筋四階建

ての校舎の落成をみた。城東地区住民は

この次は熱川小学校の番かと新校舎落成

を首を長くして待っていた。

いく年もたたない中に 1期工事 l棟 2

期工事 1棟と合わせて 2棟の新校舎の完

成をみた。

昭和49年 8月、熱川小学校北校舎（第

1棟）が完成。引き続き昭和50年 3月、

南校舎（第2棟）が完成、 1期工事、2 

期工事合わせて 2棟の鉄筋三階建の立派

な新校舎ができ上がった。

「松は青いよ校庭に」校歌の 1節にうた

われる新校舎、よい瑛境に近隣に先がけ

て立派な校舎が出来上がったことは城東

地区住民の喜びであった。

明治 6年、足柄県賀茂郡公立小学、第

2大学区、第30番中学107番小学、八幡

野学校第4、第5、第 6、第 7の4分校

として創立、明治 9年には、大川舎、奈

良本舎、片瀕舎、白田学校と改称され

160 161 



各々独立してきたがその後も学区の変動

があった。

熱川小学校の写真

明治22年 3月、町村制の際、白田、片

瀬、奈良本、大川の 4分校を合併して城

東尋常小学校と改正された。その後も幾

多の変遷があった。昭和22年 4月 1日、

6 ・ 3制により城東小学校、更に34年町

村合併により熱川小学校になった数々の

歴史がある。

② 稲取小学校体育館完成r（昭和51年 6

月）

稲取小学校では児童数が年々増加し、

47年度は21学級783名、昭和52年度には

25学級918名、更に昭和54年度から 3年

程は990名代の児童数を数える程であっ

た。児童数に比して狭い運動場、体育館

建設は、学校は勿論のこと地域住民の熱

望するところであった。

昭和51年 6月 1日、鉄筋鉄骨二階建屋

内運動場が落成する。当時県下でもめず

らしい二階建て体育館は学校体育の充実

は勿論学校行事、又社会体育の場として
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昼夜ふる回転の利用がなされている。

昭和50年から 5年間体育の自主研修が

行われその間 2回の発表会を含めその成

果は高く評価され昭和53年11月15日、体

育優秀校として全国表彰を受ける。

稲取小体育館

③ 熱川小学校体育館完成（昭和52年 3

月）

昭和52年 3月25日、稲取小に続いて学

区住民待望の体育館が完成した。昭和51

年度事業として、昭和51年10月沼エ、約

5ヶ月のエ期を経て完成、鉄筋鉄骨コン

クリート造り一部2階、バスケットコー

ト2面が設備される程の広さで一部 2階

については軽運動ができる内容になって

し、る。

熱川小体育館

又一般住民に開放され、集会、講演会

等に利用される場合椅子席で1500人の収

容ができる広さである。

現在、体育の授業は勿論、学校行事に

充分活用されていると同時に、社会体育

の場として、毎夜使われている。

(4) 給食のあゆみ

本町における学校給食のあゆみを略記

すると、

昭和43年、 44年の小中学校の指導要領

の決定によって、教育の一環としてはっ

きりと学校給食が定着し、いよいよ魅力

ある献立と、より衛生的な調理が要求さ

れ、そのため完備した給食センク一方式

が求められた。

そこで本町ではその建設を計画し、昭

和43年、熱川地区学校給食共同調理場が

開設され、大川小学校、熱川小学校、熱

川中学校の完全給食が実施された。

翌昭和44年、稲取地区学校給食が開始

された。以来年と共に内容の充実をは

かって現在にいたっている。

給食調理中のようす

第 7節社会・福祉

1 ・塵芥収集

往時、人糞は農作物の費重な肥料であ

り、又現在、塵芥として処理されている

もの上中にも、可燃物は良き燃料として

利用されているものもあった。従って現

在行われている屎尿処理は必要無く、塵

芥にしても、海辺近くは浜辺に於いて焼

却するとか、畠に穴を堀って埋める等、

簡単な処理で済まされた。

しかしそれも、高度の経済成長と、文

化的生活の向上に伴い、農作物は人糞の

使用を嫌い、家庭生活の燃料も、化学燃

料が多く使用される様になると、今迄燃

料として利用されていた可燃物も塵芥と

して処理しなければならなくなり、屎尿

処理、座芥収集、焼却に対処しなければ

ならなくなり多くの問題が生じた。

(1) 麿芥収集と焼却場

昭和24年以前は、各家庭でゴミの処理
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を行い、収集業務は行われなかった。

各部落の地先に、投棄場所らしき場所

があり、各家庭ではそこまで棄てに行く

か、海や川に棄てるか、家によっては畠

に穴を堀って埋める等の方法で処理した。

ロに歯ブラ、ンを唖え、 片手に塵取を

持ってゴミ棄て場まで行く姿を往々にし

て見掛けたものだった。ゴミ投棄場所に

集まったゴミは、町で属われた作業員が

廻って、其の場で焼却した。（作業員 l

名）

昭和24年から31年までは、当初はリヤ

カーで収集し、東防波堤又は志津間海岸

にて焼却処理した。 リヤカーの後は牛馬

車に箱を栢んで収集した。（作業員 2名）

(2) 焼却炉の設償

野天で焼却も限界に達し、昭和31年 5

月、志津間国道沿いに、建設喪109万 8

千円で、焼却日蘭 5屯の焼却炉が初めて

建設されたが、火災で焼失そして再建さ

れた。此の当時より収集運搬は、オート

三輪車を借り上げて行うようになった、

其の後昭和42年代に、ゴミ収集車（ロー

ドパッカー）を購入し、オー ト三輪車と

2台で収集運搬をした、作業員 5名（車

4名現場 1名）

施設の旧態と、ゴミの増加に伴い、焼

却場拡張を計画、志津間焼却場附近の用

地を買収し、建設計画をしたが、煙公害

を理由とする附近農耕者の反対により、

志津間への建設を断念、伊豆急に貸付て
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ゴミ収集状況

あった町有地の返遠を願い、此処に建設

する事になった。

(3) 油久保に新焼却炉完成

昭和44年、油久保に建設費、 6千万円

（内起債 2千万円補助金 3千万円）を以

て、荏原イ ンフイルコK.K製の、新焼却施

設を建設した。

＾ 

焼却場

此の時点で収集業務も、オート三輪車

を廃し、ロードパッカ ーを新しく 2台購

入計 3台で収集運搬し、昭和45年にはビ‘

ソ収集用として、20万円で中古ダンプを

購入此れに当てた。又缶収集は穴沢商店

の中し出により、収集運搬処理まで一切

を委託した。

此の頃の収集区域は、稲取地区は入谷

水下を除く全域、熱川地区は、温泉場、

奈良本本通り位の収集であった。

ビン収集後の処理は、施設内に穴を堀

り埋めていたが、破砕を要する様になり、

昭和46年、 250万円で破砕機を設置した。

昭和47年ゴ ミ収集の増加により、日祉

20屯の処理施設では不足し、建設費 1千

万円を以て、 10屯を増設、合計30屯施設

となる。

(4) 厨芥処理施設

旧施設には厨芥処理が出来ず、熱川地

区は加藤かめ代氏が、焼却又は穴切海岸

に投棄、稲取地区は、鈴木実氏が42年春

頃より、収集した厨芥を船に租替え、海

岸より 1万m沖合に投棄していたが、海

上汚染防止法が制定され、取締りが厳し

く成り、厨芥処理施設に 1億 l千万円、

計址機に290万円を以て、昭和50年に建

設され、同時に海上投棄を止めた。

(5) 地震に依る被害

昭和53年 1月、大島沖近海地震により、

煙突40mが折れる等の施設被害を請け、

災宵復旧補助金の交付を受け、修理をし

た。

(6) 現施設完成

昭和55年llJJ、建設投 4億 2千2百万

円を以て、昭和54年55年の 2ケ年継続事

業の現施設が完成した。

現在の焼却場

昭和60年工事牲、 1億 2千万円、内起

債 9千万円、 一般財源 3千万円を以て、

公害防止施設として、有毒ガス除去装腔、

及び電気集座機を増設した。

昭和61年 5月、 設僻牲、 5百 5拾万円

にて、発泡スチロール処理機を設位した。

現在は全町全域収集。

ロードパッ カー6台、ダンプ 1台、 ト

ラック 2台、灰出しダンプ 1台、計10台、

梢掃課員21名が、休日を除き毎H収集業

務を行っている。
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名称

所在地

敷地面租

焼却能力

施設の概要 （旧施設）

東伊豆町ごみ焼却処理場

静岡県賀茂郡東伊豆町稲取字油久保

4,893.5面

20屯／d （将来10屯／d増設可）

工 期 清工 昭和43年10月

完工 昭和44年 5月

施設の概要

（新施設）

所在地 静岡県賀茂郡東伊豆町稲取3349

敷地面積 15,000吋

建築総面栢 1,200rrl 

処理能力 30T / 8 H (15T / 8 H x 2基）

60T/16H 処理能力

工 期 着工 昭和54年1月 1日

竣工昭和55年11月30日

¥~~、ここ度
人 口 (4/1) 

世 帯 (4/1)

じん芥 （普通ゴミ ）

厨芥（残飯ゴミ ）

廃 木 材 等

可燃物合計

ビ ン 類

力 ン 類

不燃物合計

三 度
人 口 (4/1)

世 帯 (4/1)

じん芥（普通ゴ ミ）

厨 芥 （残飯ゴミ ）

廃 木 材 等

可燃物合計

ビ ン 類

力 ン 類

不燃物合計

ゴミ 処理 集 計表

（単位： t)

53 54 55 5 6 57 

17.142 17.228 17,129 17,095 17,040 

5,114 5,130 5,136 5,135 5,141 

6,207 5,944 6,783 6,024 

2,209 1.960 2,396 2,376 

2,368 

8,930 8,416 7,904 9.179 10,768 

277 285 254 401 352 

211 204 223 212 231 

488 489 477 613 583 

58 5 9 60 6 1 62 

16,976 16,872 16,806 16,788 16,844 

5,200 5,204 5,271 5,300 5,416 

5,908 6,591 6,679 7,260 7,743 

2,315 2,684 2,878 2,988 3,030 

1,845 2,004 2,243 2.109 2,467 

10,068 11,279 11,800 12,357 13,240 

401 496 471 414 520 

205 219 264 246 271 

606 715 735 660 791 
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2.東伊豆町公営住宅 総事業喪は204,024,605円である。

観光産業に従事する住民、又は核家族

化の傾向が増加して来た現在住宅難解消

のため町において公営住宅を建設するこ

とになった。

(1)稲取上野団地について

場所は稲取字上野3014の4

種別は第 1種中層耐火構造で昭和47年度

より、昭和49年度迄の 3ケ年で66戸の建

築をした。

第 1 期 第 2 期

年 度 47 47~48 

階数 1戸数 3 I 18 4 I 24 

規 敷地面積 2,473m' 2,605 m' 

建築面積 294 294 

模 延 面 積 884 1,176 

戸当り面積 49 49 

事 業 費 45,061,105円 72,190,000円

補 助 金 17,421,000 37,579,000 

一般 財源 27,640,105 34. 611,000 

(2)熱川団地について

場所は奈良本字カラスド

種別は第 1種中府耐火構造で昭和50年

度より、昭和51年度で32戸の建築をした。
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稲取町営住宅

第 3 期 計

48~49 

4 I 24 -I 66 

2,806m' 7.884m' 

312 900 

1,249 3,307 

52 

86,773.500円 204,024,605円

25,721,000 80,721,000 

61,052,500 123,303,605 

備考

熱川営住宅

A 棟

年 度 50 —一

階数l戸数 4 I 1 6 

規 敷地面積 1,178.85m' 

建築面積 255.3 

模 延 面 積 971.87 

戸当り面積 59.5 

事 業 費

補 助 金

般財 源

3.東海汽船

明治期より伊豆の人員、物資の輸送に

貢献した。東京湾汽船が昭和17年 8月社

B 棟 計 備 考

51 

4 I 1 6 -I 3 2 

1,212.77 m' 2,391.62 

236.3 491.6 

952.9 1,924.77 

59.5 

208,997,500円

69,619.000 

139,378.500 

であった。昭和 3年頃になって穴切にも

寄港する様になった。

静岡丸、賀茂丸、大正丸、後に紅梅丸

名変更して、東海汽船と称する様になっ 等故老に聞くと岸壁は無く、稲取に於い

た。 ても絆を使用して、乗客は乗下船をして

下田を出港、外浦、白浜、河津、見高、 いた、貯は檄漕ぎの大きな船で、櫓 3丁

稲取、大川、八幡野、富戸、川奈、伊束、 ぐらいで漕いでいた、乗船者は、此の舒

網代、熱海、と伊豆の浦々を経巡して東

京へ至る航路が、唯一伊豆東海岸の乗物

で岸から船に乗り移り 、多くは熱海で下

船汽車に乗り替えて上京していた。
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東海岸唯一の交通機関も、鉄道の施設、 年度別シーホーク輸送乗客数

道路の開通に伴い、昭和 6年 6月20日、 年度（昭和） 往航 復 航

の配船を最後に客船業務は終わり、後は

貨物輸送のみとなったが、それも戦時中

に絶え、下田より西海岸と、離島航路、

東京離島航路のみが東海汽船になったが、

近年大島観光が盛んになり、熱海、伊東

よりの航路の開設後、昭和52年 5月 1日、

No. 1シーホークを使用した大島、稲取航

路が開設された。

シーホーク号

No. 1シーホークは乗船定員290名、大

島、稲取間の所要時間40分で航海してい

たが、乗船定員に不足を来たし、総屯数

520屯、乗客定員401名と、大形化された

No. 2シーホークと、昭和55年 5月 1日に

交替、稲取、大島の観光に多いに活躍し

ている、観光だけでは無く、昭和62年11

月大島噴火に依り住民避難の際には、此

れに協力、大島、稲取間を数往復、多大

なる功絞を挙げた。
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52年

53 // 

5411 

5511 

5611 

57 11 

36326人 30221人

39838" 

32398" 

32079,, 

36251 " 

27538" 

58 11 23456,, 

59 11 21922 11 

60 11 24836 11 

61 " 16586 11 

62 11 24115,, 

6311 2174811 

以上東海汽船調べ

34552" 

37779" 

37483,, 

41961 " 

32901 " 

27196" 

25227" 

22800" 

17703" 

24627,, 

21860,, 

往航より、復航の乗船者の多いのは、

熱海、伊東より乗船、大島観光後、稲取

宿泊がある為と思われる。

第 8節産業・土木

1.片瀬土地区画整理事業

伊豆急行鉄道、日本道路公団の事業莉

手に伴いそのまま放置すれば、無秩序な

市街地となることを恐れ、東伊豆町都市

計画区域を昭和35年 3月17日付で決定し、

片瀬地区と白田地区の区画整理事業の志

向を地元民に協力をお願いしたが種々の

事柄により実施出来なかった。

その後片瀬地区より所有権者による事業

促進懇談会が開催され、昭和45年 9月18

日付けで組合設立申請がなされた。

昭和46年 2月 2日付で設立認可され、事

業年度は昭和45年度より昭和49年度まで

の5ケ年問とし、組合事務所は片瀬255

番地内片瀬公民館に設置され、理事長は

森田輝彦氏である。

施行地区の面栢は132,765rrlで

筆数は496筆である。

内、田の面栢は71.312面、畑の面租92rrl、

宅として米麦の生産を主とした土地で

あった。

宅地は20,939面であり地区内は幅員 lm

以下の牒道が不規則にあるだけであった。

（整理前後の地栢対照表参照）
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整理前後 の地積対照表

整 理 前 整 理
種 目

地 積 ％ 箪数 地 積

道 路 7,427.35 m' 5.59 22 30, 894. 54 m' 
公

水 路 4,513.18 3.40 

゜
875.09 

.:l:f: 鴫'‘
堤 1,756.06 1.32 16 

゜用
公 園

゜ ゜゜
3,982.99 

地
計 13,696.59 10.31 38 35,752.62 

田 71,312.. 41 53. 71 260 42,849.25 

畑 92.00 0.07 1 

゜宅 地 20,939.80 15.78 81 33,727.53 
民

原 野 3,484.55 2.62 35 2,281.04 

山 林 158.00 0.12 1 

゜雑 種 地 2,361.00 1. 78 21 1、135.04

鉱 泉 地 23.10 0.02 7 26.40 

有 公衆用道路 891.18 0.67 25 

゜計 99,262.04 74.77 431 80,019.26 

準 鉄道用地 4,362.98 3.29 35 4,208.83 

民
公団用地 3,154.89 2.38 30 3,736.96 

有

地 計 7,517.87 5.67 65 7,945.79 
地

保 留 地

゜ ゜゜
9,047.85 

測 尿 増 12,289.02 9.25 

゜ ゜計 12,289.02 9.25 

゜
9,047.85 

総 合 計 132. 765. 52 m置 100.00 534 132,765. 52 rrf 
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後

％ 

23.27 

0.66 

3゚.00 

26.93 

32.28 

2゚5.40 

1. 72 

0゚.86 

0.02 

6゚0.28 

3.17 

2.81 

5.98 

6.81 

6゚.81 

100.00 

筆数

48 

4 

3゚ 

55 

169 

1゚43 

18 

1゚1 

8 

3゚49 

2 

3 

5 

78 

7゚8 

487 

〈公共施設整備計画〉

(1)道路整備として

都市計画街路として片瀬線延長561m、

幅員16m、熱川白田線延長247m幅員16

mの2路線を新設し、これを軸に幅員 4

m~8mの区画街路25路線を相互間の連

絡が円滑に図れるよう系統的に新設し、

別に幅員 2m延長73mの遊歩道も造り路

線u型コンクリート側溝として全面アス

ファルト舗装とした。

都市計画街路の事業牲は239,200,000円

で、区画街路、 25路線の事業般は109,50

0,000円である。

(2)排水路整備として

排水路を 7路線設け、内 5水路は現況水

路を整備し、海へ排水し 2水路は地区外

よりの流水に備え新設した。

水路の総延長は711mとなり終末は白田

川及び海へ排水する。

都市下水路事業として延長170m事業毀

として6,000,000円、排水路として延長

541.4m事業牲として10,000,000円であ

る。

(3)上水道整備として

当初の事業計画にはなかったが、急速な

る宅地化に伴い管径lOOm/m、75m/m、

50m/m、総延長4,884m工事費36,000,0

00円を以って全路線に上水道を布設し住

宅地としての利用価値を高め近代的な生

活環境を増進するため実施した。

(4)公園整備として

公園は 2ケ所に設け総面租の 3％を留

保し名称は中之瀬公園と渕之川公園の旧

字名をとり総面租3,983rrlにして一般児

童公園とし遊戯、運動、休息などを目的

として住民の憩の場として大いに利用す

るよう計画した。

総設備喪は29,436,000円である。

尚、完成を祝い郷土の発展を祈念して記

念碑を建立した。

以上により事業を実施したが一部定款及

び事業計画の変更をし事業年度を昭和52

年度とした。

173 



片瀬土地区域整理

(5)主な事業

①都市街路事業片瀬線について

延長561.4mは昭和46年度～昭和49年度

迄 4ケ年事業1]304,900,000円で道路新

設事業は179,200,000円国庫補助50%、

補助金89,600,000円町負担金25,000,000

174 

円で完成した。

他に舗装工事は17,700,000円で町の負担

金は2,950,000円、県施行で完成した。

伊豆急行との立体工事は108,000,000円

で組合負担金は 1/6、20,950,000円で

完成した。

②都市街路事業熱川白田線について

延長247.3mは昭和45年度～昭和49年度

迄 5ケ年、事業費は33,000,000円で道路

新設事業は25,000,000円、県補助 1/21

2,500,000円でその他舗装工事8,000,000

円、県費補助 1/ 2 4, 000, 000円、組合負

担金4,000,000円で完成をした。

③区画街路事業について

22路線を昭和46年度～昭和49年度迄4ケ

年、事業費109,533,000円で完成をした。

④建物移転事業について

建物移転は18戸で事業費54,000,000円で

ある。

⑤公圏事業について

イ．中之瀬公園面栢2,127.0rrf 事業

投17,854,000円である。

ロ．渕之川公函面栢1,856.0吋事業

投11,582,000円である。

⑥総事業喪は組合負担分442,000,000円、

他事業施行分255,100,000円計697,100,0

00円である。保留地地栢は78筆9,047.85

叫減歩率は公共減歩率18.52%、公共

保留地合算減歩率は26.12％である。次

に各表を提示する。

資

（イ） 収 入

区 分

町 助 成 金

保留地処分金

公共管理者負担金

計

他事業施行分内訳表

名 称

都市街路事業片瀬線

都市街路事業熱川臼田線

都市下水路事業

上 水 道 事 業

計

金 計 画

（単位 ：千円）

金 額 備 考

千円 9047 rrlX 38,900円＝352,000千円
352,000 m'当り 38,900円

90,000 片瀬線
延長 561.4m 
幅員 16.0m

442,000 

（単位 ：千円）

事業者 金 額 備 考

県
千円

延長 561.4m 214,700 

県 24,500 延長 247.3m 

町 6,000 延長 170.0m 

町 9,900 延長 1336. Om 

255,100 

175 



176 

遥 奎 憑 ロ冷U I 9 惹 洪： ト＞
笠 ーm一如杵、 茄 H 噛 H 翌 矮 滸 ~ ^  口→ → 

ロl> 瀕 涎踪芯街潔 遠 廊 湘

ン 冷 ― こ
蛛

N 慨 刈

丑 丑 渉 眸 磁 涸 ト＞ ほ
湘 咲 湘 涵

吟 tく 廊 悔

漆 吟 華 ロ冷" ' ' 滓 益 沃 屯 菩 苓
兎： 栞 活 栞

活
心

荼
栞 哨 咲• 菩 図 哩
眼 翌 索 芯 翌 冷 庄・

堂 云 翌 潔 丑 丑
s 伝• 画 翌 益

毘 弄 滋 → ヰ 燐 口xUl9 
密 画

埓 十↓ 淀 ヰ 滓 活 活 埠 怠
咲•• 密

涛 涎 活 匿 沌：
栞 栞 栞 漆

ヨ 封 111 ヨ．
寸

3 ヨ ヨ． ヨ．
慨

こ、"Ill 溶

..... 卜—& 畏

゜ ゜
J̀ し

萎 呂 芸
ト—し

ぢ ゜燐
さ

..... J̀ 

゜00 じ トー」 トー』 。
゜

トー‘

8 “つ さ ゜
トー` 今 卸“つ

゜
トー贔 c 

伝

忘 裔
..... トー』 トー』

器
,.... トー贔 ...... c c し3 C9) 

゜゜
tゞ トー』

゜ 燐

｀ ゜
ト トーし

,_. 
つ` 〇 c J̀ ...... よ つ` ゜ ゜ ｀ つ`゜

J̀ 

゜゜゜
< トー`

゜
,_. 

゜゜゜゜
CJ1 

゜ ゜ ゜g g 8 8 8 呂 8 s 8 8 8 g 8 8 s 8 8 g 埓

袖 ～x ・一占 莱 咲• ...... 柏...... 憑 源 弓 卸 津
華

慨
料 距 飽 磁 o汁 湖コt 滓 涼 溶
ゞ ロxUI9 丑 .0 脹 •°眼• 沖 登 惹 さ 惹c心

滓
.. 

汁》 吐 滸 SS 8S 蔀 ゜ + トーし

栞 揺 喘 活 ゜早 宝
―""'̀‘ ' 

ゴi ヨ コi ヱi
眼

工i 雌 に一4

正］

＇ I 

(Iヽ） 年度別歳入歳出資金計画表
（単位：干円）

I区 分 45年度 46年度 47年度 48年度 49年度 50年度 51年度 52年度 計

工 事 費 8.180 72.430 92,050 145.590 53,350 6,200 24,500 402.300 

歳

！ 補償 費 1.000 3,500 4,000 1、000 500 10.000 

I 
利 子 40 3,540 2,120 800 300 200 7,000 

出

I 事 務 費 1,460 4,800 1.280 2,500 3,400 3,400 3,860 2.000 22,700 

計 9,680 81.770 98,950 152,890 58,050 10,300 28.360 2.000 442,000 

！ 歳 町助成金

゜， 

i 保 留 地
8,000 45,100 45,000 120,000 116,900 17,000 352,000 

I 
処分 金

入
公共喩者

12,600 18,900 58,500 90.000 
負 金

I 
担

甜

゜
8,000 57,700 63,900 178,500 116.900 17,000 442,000 

＇ ， 
I 差引過不足 △ 9、680 △73,770 △41,250 △88,990 120,450 106,600 △11,360 △ 2.000 

゜I 

]77 

借 入 金 9,680 73,770 41.250 88,990 ， 



減歩計算 と 保留地処分

1.滅歩率計算表

整理前 整理後宅地地積 差引滅歩地積 滅歩率

宅地地積 更正地租 保留地を 保留地を 公共 公共保留地 公共 公共保

含めた 除いた を合箕した
保留地
合算

宅地地積 宅地地積 減歩地積 滅歩地積 滅歩率 滅歩率

106,779.91 97,012.90 87,965.05 9,767.01 18,814.86 9.15 17.62 

119,068.93 22,056.03 31,103.88 18.52 26.12 

2.保 留地地積

整理前 整理後 宅地価格 整理後平 保留地とし 保留地

の総額の 方米当り て取り得る 割合 摘要

増加額 予定価格 最大地積 予定地積

9,047.85 78筆

2.白田海岸保全事業 以下年度割実施表は次のとおりである。

白田海岸は第 1種漁港の区域内で自然

海岸であった。台風時の高波には過去い

＜度となく住宅、耕地等が被害を受けて

来た。

昭和50年度より高潮対策事業として実施

した。

昭和50年度～昭和54年度迄 5ケ年事業で

国庫補助50％県費補助40%、町負担10%

で行った。

延長281.7m事業費76,000,000円である。
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負 担 区 分

心 延 長 事 業 費
国庫補助金 県賓補助金 町負担金

摘 要

50年度 31.5m 8,000,000円 4,000,000円 3,200.000円 800,000円

51 ，，， 57.6 15,000,000 7,500,000 

52 ク 94.2 15.000、000 7,500,000 

53 ，， 73.5 18,000.000 ，彎000,000

54 ，' 24.9 20,000.000 10,000,000 

計 281.7 76,000,000 38.000.000 

3.片瀬海岸保全事業 （第 1次）

片瀬海岸は第 1種漁港の区域内で自然

海岸であった。

過去いく度となく高波の被害を受けてい

た。

昭和47年度より贔潮対策事業として実施

延
負

6,000,000 1,500,000 

6,000,000 1,500,000 

7,200,000 1,800.000 

8,000,000 2,000,000 

30,400.000 7,600,000 

した。

昭和47年度～昭和49年度迄 3ケ年事業で

国庫補助50％県般補助40%、町負担は

10％で行われた。

延長323m事業費45,000,000円である。

以下年度割実施表は次のとおりである。

担 区 分こ 長 事 業 費
国庫補助金 県毀補助金 町負担金

摘 要

47年度 82.5m 7,000,000円 3,500,000円 2,800,000円 700,000円

48 ，，， 111. 5 14,000.000 7.000,000 

49,,, 129.0 24.000.000 12,000,000 

計 323.0 45,000.000 22.500.000 

4.大川農地保全整備事業

大川地区は急傾斜地域であるため降雨

時の土猿流亡による農地の侵食や排水路

未格備による法面崩壊、耕作道の路面佼

食などと生産性の低い土地の改善のため

5,600.000 1,400,000 

9,600.000 2,400,000 

18,000.000 4,500,000 

に地元受益牒家124名全員の同謡をとり、

大川土地改良区理事長の要諸により昭和

46年11月8日県知事宛に施行申諮をし、

昭和47年度に認可を受け工事に消手 した。

事業計画の内容は受益面積95ha、承水路
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3,670m、排水路2,005m、水路兼牒道

2,577m、農道1,562mをそれぞれ整備す

ることで事業費350,000,000円、地元負

担率は25％で実施した。

昭和47年度は、 15,967,000円の工事夜で

殷道249mを施行した。

昭和48年度からは排水路と水路兼農道

にも着手し、徐々に効果をあげてき、昭

和53年度からはそれぞれの圃場から流出

する雨水を取りいれるため等高線沿いに

承水路を設闘する工事も実施した。

採択時の事業牧より第 1次オイルショッ

ク等社会情勢の変化により査材労務般が

大幅にアップし、その後工法の一部変更、

事業投の増減等による調整や自然増によ

り増額して最終的には771,000,000円で

事業の完成をみた。

事業としては、承水路707m、事業牲

31,524,000円、排水路2,972m、事業費

317,809,000円、水路兼股道1,461m、事

業挫200,997,000円、股道1,567m、事業

費134,793,000円である。

次に年度割実施表は下記のとおりである。
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5.林道大川小溝線

地域の造林邸欲の増大と地域の資源朋

発、育成、素材生産、資源の搬入等のた

め林道の新設を計画した。

最終的には林道奈良本線に接続する事で

地域地主の協力により進められた。昭和

48年度より昭和63年度迄16年間かけ延長

6,398m事業費298,900,000円、幅員4.0

m。

国庫補助率50%、県毀補助率20%、町負

担率30%、

以下年度割実施表は次のとおりである。

年＼；＼＼＼ 事

昭和47年度

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

計

業 費 地 元 負 担 金 内 町 補 助 金

15,967千円 0円 0円

35,042 14,084,550 

゜29,572 9,795,350 1,500,000 

20,000 5,209,000 1,500,000 

28,000 7,421,000 2,000,000 

33,000 8,745,000 2,500,000 

34,000 9,010,000 3,000,000 

85,000 22,525,000 5,500,000 

50,000 13,250,000 6,474,000 

55,000 14,575,000 11,000,000 

55,000 14,575,000 11,000,000 

55,000 14,575,000 11,000,000 

40,000 10,600,000 7,950,000 

80,000 18,550,000 13,912,500 

70,000 21,200,000 15,900,000 

60,000 15,000,000 11,250,000 

23,000 5,000,000 3,750,000 

768,581千円 204,114,900円 108,236,500円
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こ 延 長 事 業 費
負 担 区

国庫補助金 県費補助金

m 円 円 円
48年度 237.0 8,000,000 4,000,000 1.600,000 

49 ，，， 659.0 20,000,000 10,000,000 4,000,000 

50 ，，， 391.0 15,000,000 7,500,000 3,000.000 

51 ❖ 266.0 15,000,000 7,500,000 3、000,000

52 4- 260.0 17,000,000 8,500,000 3,400,000 

53 ，，， 376.0 20,000,000 10,000.000 4,000,000 

54 ~ 439.0 22,000,000 11. 000. 000 4,400,000 

55 ，' 232.0 15,000,000 7,500,000 3,000,000 

56,., 563.0 20.000.000 10,000,000 4,000,000 

57 ，， 173.0 20,000,000 10,000,000 4,000,000 

58 ❖ 261.0 20,900,000 10,450,000 4、180,000

59 ，， 337.0 20.000.000 10,000,000 4,000,000 

60 ，' 552.0 19,000,000 9,500,000 3,800,000 

61 ，，， 506.0 20,000,000 10,000,000 4,000,000 

62 ，，， 625.0 25,000.000 12,500,000 5,000,000 

63 ク 521.0 22,000,000 11,000、000 4,400,000 

計 6,398.0 298,900,000 149,450,000 59,780,000 
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分
備表

町 負担金

円

2,400,000 

6,000,000 

4,500.000 

4,500,000 

5. 100,000 

6,000.000 

6,000,000 

4,500,000 

6,000,000 

6,000,000 

6,270,000 

6,000,000 

5,700,000 

6,000,000 

7.500.000 

6.600.000 

89,670,000 

6.湯ケ岡赤川線橋梁整備事業

白田地区の内湯ケ岡部落は天城山に向

かい細長い部落である。 二級河川白田川

をはさんで片瀬部落がある、農地へ耕作

に行く場合又は、熱川小学校、熱川中学

校へ通学する生徒は橋がないため 1km 

下流の白田川に架設の 3本ある 1番上側、

熱川温泉病院前の橋迄下り渡っていた。

その様な状態で大変不便をして来たわけ

であるが、 このたび国の補助金を受け整

備されるこ とになった。

昭和51年度より着手し昭和58年度迄の 8

心 事 業 費 国庫補助金

51年度 6 000千円 4,000千円

52 ，， 22,200 14,800 

53 '， 12,000 8,000 

54 ，， 42,000 28、000

55 11 22.800 15.200 

56 ，，， 38,400 25,600 

57 11 42,000 28,000 

58 ，，， 37,500 25,000 

計 222,900 148,600 

その他町単独工事費は55,630,000円で

ある。

ケ年で完成をした。

総延長335.5m内栖梁51.5m幅員 7m総

事業費222,900,000円で国庫補助率は 2/

3である。

昭和51年度～昭和54年度は白田側 9人の

地主、片瀬側10人の地主協力により用地

買収を行い、昭和54年度より昭和58年度

迄、工事を施行した。

昭和58年10月20日に完成祝賀会を行い念

願の橋梁が出来た。

その年度毎の事業費は次のとおりである。

町 費 備 考

2,000千円

7,400 

4,000 

14、000 内工事費10,294,000円

7,600 ，，， 21,432,000円

12.800 ，，， 33,060,000円

14,000 I,, 39,480,000円

12,500 ク 34,370,000円

74,300 
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